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i万分の贔地質胃 上 芦別 （札幌一弟6興）

工業技術院地質息可査所

通商産業技官 洞 水 勇

同 田 中 啓 策

同 ム7 井 功

緒 に

本圏幅は北海道開翌聰0)委託によつて作成されたもので，野外頴査は昭和26年 7月か

らJO月にわたつて行い岡幅中の白亜氾暦分布地域は田中啓菜今井功が，第三兜階分

布地域は滑水勇が搬営した。

圏幅内の石狩府群分布地或の地質圏は現地にある炭鏃によつて願査作成された地質蛮

料に某ぎすなわち芦別町以南は三井餓山芦別鎖業所・三菱練業芦別線業所ならびに明

治鎖業上芦別鏃業所の賓料から，歌志丙町柳威以東は北海道炭稿汽舵株式會祉空知紙業

所・住友石炭鏃業赤平紙業所ならびに雄別炭鎖茂尻紙業所の食料から，また神威以南は

三井銀山砂川線業所・三菱鏃業美唄頷業所の資料からそれぞれ硼輯したものである。

また芦別町高根川流域は地質願査所の三田正一・小島光夫雨技官(J)l)また芦別町野花

南以南の川端暦 · 幌内暦分布地戎については澤田秀穂•小島光夫雨技官2)の縣査結果を

利用した。 また本岡幅地披内およびその周絲部の地質に闘しては北海道大座の進級論文

や卒業諭文を利用した。 こと 1こ芦別町野花南の武田炭鍍稼行地附近の地質は武田裕幸3)

の踏査岡を琴照した。なおこの罪査に1ま米軍から貸呉された空中宮回を利用することが

出来た。

］地形及び交通

本囲福（ま北海道脊梁山脈の支脈である夕張山脈の西側を占める山岳地帯にある。その

やや東寄りには芦別川が北流し，また北東隅には芦別川の本流である空知川が北西に洗

I)文献32 2)文献34 3)文献31
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れている。こ の山岳地帯を侵蝕している水系は複雑に蛇行している。岡濯地域の中央から
ぴ Iさい ぺん<t

やや西に寄つて美唄山 (8S6 , 3111) • 邊毛山 (S11.2m) などの主蜂を連ねてほぽ山脈が

あり ，他方圏福の東部にも金剛岳 (701.0m).烏帽子岳 (758,4111)などを連ねる 山脈

があつて，いずれも南北に走り ，本地域の 2大分水嶺となつている。したがつて，これ

らの分水嶺に挟まれた地域内の水流は東流あるいは西流して芦別JIIに注ぎ 美唄山・ 邊

毛山を連ねる分水嶺の西側を流れる水流はそれぞれ歌志内JI!• 奈江川・奈井江川 ・美唄

川・奔別川に注ぎいずれも本流の石狩川に合流する。また金剛岳・鳥帽子岳を蓮ねる

分水嶺の東側の水流は集まつて野花南川や金隋澤などの流れと なり ，いずれも北流して

空知川に注いでいる。

圏幅にはきわめて異常な山形や水系がみとめられる力もこれは風化や侵蝕によくたえ

る岩石と そうでないものとが互いに霊なり合い，しかもこれらが断摺によつて愛位して

いるためであること が多い。糊暦の通過する場所では，断暦の両側の地形がケスタ地形

を示しているにもかかわらず，断階を境にその雨側で陵線の方向が平行にずれたり，ジ

グザグな形を示したりすることが普通である。この場合，水系の流路の方向も湛角に折

れ曲つた り上洗に向つて分岐したりすることが常である。水系の流路は風化や侵蝕に

到して強靱な地暦をさけて，脆弱な岩質の地暦中をえらぶことが多いので，地府の走向

とほぽ平行して流れることがある。地階の走向に交つて流れる河川では，比餃的軟弱な

地層中に深くて巾の狭い技澤をつくりやすいが，風化や侵蝕によくたえる地暦中では岐

澤の数も壻し，しかもそれらはあまり深くない。また翻暦によつて擾筏lされた地域は風

化や河川の侵蝕に到して弱くなつているため9 番ノ澤のように糊暦 とほぽ平行した流路

をとることがある。

これらの水系によつて侵蝕されて複親な地形を示すに到つた山岳地幣には 700m以上

の高i爺が10指をもつて数えること が出来る。函淵砂岩暦や石狩暦群の圏根灰炭暦（砂岩

帯）， その他の砂岩からなる地暦はよくケスタ地形を形成 している。

宅知川や芦別川の流域には 4段の河岸段丘が翌逹してお り，芦別川中流のベンケリヤ

ウシ川（将木澤）附近では l段みられる。

本岡福内の鐵道には，芦別川に沿つてその東岸を南北に通ずる森林絨道と，根室本線

下芦別騨から芦別川rr11いに頓城に到る三井線山芦別鎖業所の炭鏑録道ならびに圏幅地丙

の北東隅を空知JII沿いに通ずる根室本線がある。また道路の主なものは，上芦別から野



3
 

花南南方の丸山 （標高433mの三角幽） 山麓までの道路，砂川より歌志内町西山に通ず

る道路のほかに，根室本線に平行する國道などで，いずれも自動車の通行が可能である

しかしながら圏幅地城の 中央部には，造材用の軌道が時宜に應じて敷設される以外に，

輛送椴腿としてみるべきものがない。

II 地 質 概説

本圏幅地域内に分布する地府は白堅系，古第三祀の石狩暦群，幌内暦，新第三祀の川

端階群ならびに第四氾の段丘堆祓暦と沖積暦である。火成岩としては芦別町丸 山 を構

成し，上部白座系を貰いている玲岩がみられるにすぎない。 （第 1表参照）

白巫系は，この地城の主要構造である空知背斜の中核をなして，岡福の中央部に殷＜

分布しているほか，圏幅東遥部の南北方向の野花南断暦の東側に分布している。空知背

斜は北に沈んでいるので，白巫系上に平行不整合にのつていな石狩陪群は同背斜の雨

糞をなすだけでなく，白巫系の北側にも分布し文いる ，空知背斜の東哀においては石狩

暦群の上位に幌内暦と川端府群がそれぞれ不整合蹂係をもつて霞な り，金剛岳と鳥帽子

岳を詰ぷ分水嶺附近を軸と する上芦別向斜l) を形底している。この向斜の東側は野花

南断居で白巫系と接している。

空知背斜の中核に分布する白座系は，南方幾春別附近の白漿系の連領で，後者は古く

矢部長克に よつて下位から下部菊石層，三角介砂岩隊および上部菊石府に嵐分された。そ

の後今井半次郎によつて白型系の最上部として函淵砂岩暦が追加され，さらに幾春別川

流域の白巫系中に於けるイノセラムスの府序的産出順序が長尾巧，齋椋林次， 松本逹郎

によつて研究された。他方，野花南川流域の白堅茅は東方宮良野盆地の白聖系の連緻で

後者においては橋本亘によつて下部菊石層と三角介砂岩との間に不整合が翌見された。 ．

その後松本逹郎は北海道および樺太の白巫系の条恩括的研究を行い，従来の下部菊石暦を

下部菊石府群と 中部菊石暦群とに置分した。このl甚分は富良野盆地にも通用され，また

本岡幅内の下部菊石暦も中部菊石僭群であることがわかつた。

他方，函淵暦群と石狩暦群との境界については今井半次郎の研究以来種々の問題があ

1) 芦別向斜とも呼ばれるc
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つて，函淵層群の一部は石狩暦群に，また石狩暦群の一部は函淵暦群に含められたこと

もあつた試最近では歌志内附近において雨者の境界が須貝貫二らによつて明らかにさ

れつつある。

本岡幅の石狩暦群は奔別刷暦以北の窄知地置（従来の窄知炭田）に鹿するもので，同断

階以南の夕張地園（従来の夕張炭田）のものに比餃して地際全盟の厚さが厚つく ，地質構造
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も夕張地謳ほど著しい摺曲はうけていない。

石狩暦群は本邦におけるもつと も電要な灰炭暦の一つであるため，地質甑査も早くか

ら多くの人々によつて行われた。今井半次郎が石狩暦群をはじめて地摺l盈分してから今

日に至るまでにその府序や地質構造は一應明らかとなつた。ことに大多敷の稼行炭階が

同暦群の下半部に多いた立美唄暦以下の地隊については詳細な訳査が行われ，地暦の‘

蓋分，暦序，剪比についても炭田全域にわたつて統一された堕系がほぼ出来たといつて

よし 'o

しかし赤平暦から上位の地暦については，限られた地城をのぞいては未だ充分腕査

が行なわれていない。そのため，地暦謳分の境界も腕査者によつてかなりまちまちで，

暦序や地暦l甚分にも未だ充分にわかつてない幽がある。

幌内暦は石狩階群を不啓合に覆つている漸新l止末期の海成裔も本地域での全階厚は

約700mにおよんでいる。

新第三祀の堆稜暦として川端層群がある。幌丙階と 川端層群の暦（立腿係は模式地のタ

張地置においても研究者によつてそれぞれ意見が異つている。古くは今井半次郎が幌内

層と ）II端府の中間に中間層と呼ぷ漸移層を渥分した。その後の研究者によつて，この中

間暦は下位から紅葉山暦と瀧ノ上暦とに細分され，それぞれ不整合闘係にあるものと訂

正された。

最近松井愈は紅葉山層と瀧ノ上暦はそれらが包蔽している化石からも川端暦や幌内暦

と時代的にl盛別すべきであると し，さらに紅葉山暦は夕張地］品北部の朝 日炭鎖附近では

すでに尖祓しており， 小さな堆禎盆地に堆積したものであると述ぺている。

本岡福内で川端暦群とした地暦には大きくみて 2つの型がある。その lつは野花南断

暦以西に分布して幌内暦上に某底礫岩を もつてのつている地暦で， その非底に近く

L切uidamberf ormosa H凶 E その他の植物化石や粗懇な炭層を挟有している。他の

1つは，野花南断暦以東に分布し，本圏幅ではその北東隅にきわめて小慨域に分布して

いるもので，その某底には蛇紋岩礫や蛇紋岩塊をとりこんだ泥岩があり，その上位に砂・

岩•泥岩の互層があつて，控式地の瀧 ノ上層および川端暦に同定してよいものと思わ

れる。
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III 白 堅 系

1 概誤；

ヌカナン

本圏幅地内の白型系は主部のいわゆる空知背斜をつくる地域と東方の野花南川流域と

に分れて分布する。

白型系は古第三系石狩暦群に平行不整合に覆われ，下位から中部蝦夷府群（これは更

に主部と上部の三笠亜暦群および佐久暦と に福分される） ・上部蝦夷暦群および函淵府

群にl屈分され，各々の腿係は整合である。

白型系を構成する堆稜岩には頁岩ないし砂質頁岩，泥岩ないし砂質泥岩，ジルト岩，細

砂質シルト岩ないしジルト質細砂岩，種々の粒度の砂岩，礫岩および凝灰岩等がある。

その外稀には炭質頁岩がある。

頁岩ないし砂質頁岩は府理がよく翌逹し黒色を呈し，風化すると稜角状の細片に破砕

することが多い。砂岩の湖府 (layer)あるいは葉暦 (lamina)を挟むものは黒色泥質の

ものと淡緑色砂質のものとの縞をつくる。泥岩ないし砂質泥岩は黒色ないし暗灰色を呈

し比較的均質かつ塊朕であつて時には頁岩質となることがあり，風化すると租々丸味を

帯びる細片に破砕すること が多い。シルト岩は一般に塊朕であり稀に同理を示しかつ

暗灰色ないし黒灰色を呈し，風化の状態は泥岩のそれに似る。細砂質シル ト岩ないしシ

ルト質細砂岩も一般に塊状であるが稀に恩理を示しかつ暗灰色を呈しまた多 少幣宵色

となることがあり，風化すると租々丸味を帯びた小塊に割れることが多い。以上の堆積

岩中には一般に泥灰岩幽塊が含まれることが多い。砂岩には細粒から粗粒に至る種々の

粒度のものがあり，塊状ないし成恩を示し':lWJ青色，胃灰色，緑灰色灰色，灰白色お

よび時には暗灰色を呈するが暗灰色のものは泥質である。 砂岩中には極めて稀に泥灰岩

澗塊が含まれることがある。砂岩頁岩互暦のうち，斎Bl交互府とはその互暦を梢成する砂

岩および頁岩の I輩位の厚さが各々 10糎内外のものである。凝灰岩Iな一般に白色を呈し

酸性であるが，敗密かつ堅硬の ものとベン トナイト質かつ柔軟なものとがある。

本岡福地の白巫系の暦序は第2表の通りである。
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第 2表 _.!:-_芦別圏幅の白謳系
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白堅系の構造は第三系石狩暦群のそれと平行的であり ，両者はと もに同一の造構造迦

動を蒙つている。白埜系は複背斜構造および複向斜構造をつくり ，それらの軸は，いづ

れも北方に向つて沈下している。各暦群については地域別に，すなわち空知背斜の東斑

（サキペンペツ）IJ下流部を含む） ，西蕊（サキペンベツ川洗域同）II下洗部を除く）およ

び野花南川流域に分けて言E述する。東翼およひ西翼には前述の各層群が分布し， サキペ

ンベツ）II流域には主と して上部鍛夷暦群が分布し，野在南）ii流域には中部蛾夷暦群のみ

が分布する。

2. 中部蝦夷層群

本暦群は空知背斜の軸部および野花南JII洗域に分布する。前者では本暦群主部とその

上位の三笠亜暦群とに，後者では本層群主部とその上位の佐久府とに福分される。

A) 空知背斜軸部

〔1〕 中部蝦夷層群主部

(1)概説

本暦群主部は上位の三笠亜暦群と整合であるが，雨者間の岩相菱化は急激である。下

限は背斜構造をなすために不明であるが厚さは少なくとも 1,300米以上と推定される。

フリツジユ型の堆稜物で，主に縞欣砂質頁岩から成り砂岩，砂岩頁岩細交互層及び泥

岩を伴いまた稀に白色ベン トナイト質凝灰岩の海暦を挟む。縞欣砂質頁岩は砂質頁岩

中に淡緑色細粒砂岩の湖暦または葉暦を少足ではあるが頻繁に挟み，黒灰ないし暗灰色

と淡緑色との縞を呈する。風化すると長方形の大小のプロツクに破砕 し更に泥岩のよう

に丸味を帯びた稜角状の細片に破砕する汎頁岩のように著しい稜角欣の細片に破砕し

ない。 これに類似する岩相は上部蝦夷層群中の頁岩および砂質頁岩にも時々みられるが

縞朕をなす程度は低い。泥灰岩幽塊は稀に含まれるが，局部的には多泣に含まれること

がある。化石はこれらの幽塊中から装見されないが，母岩中から若千産出する。



，
 (2)東翼

はちがつ ぼろ ：： あしベー

本暦群主部は八月澤及び幌子芦別川のみに露出し，断層及び摺曲のために下限は不明

であるが厚さは少なくとも 500米以上と推定される。岩相によつて庖序は下位からMEl

からM四まで篇分され，各々 の牒係は幣合であり岩相菱化はむ しろ緩慢である。

MEI 

主に縞状砂質頁岩から成り ，所々砂岩頁岩互暦および砂岩頁岩細交互府を挟む。i尼灰

岩濶塊は稀に含まれるが局部的には多く含まれることがあり， 化石は未装見である。厚

さは 300米以上である。

M駆

縞状砂質頁岩，砂岩頁岩細交互暦および砂岩の交互府から成る。泥灰岩幽塊および化

石は稀に含まれるが］）， 前者は局部的に多いことがある。厚さ約 130米以上。

八月涵におけるM四の上部に挟在する蒋灰色中粒アルコ ーズ砂岩からは Cladophlebis

sp. が産出し (LOC.5J2)), また幌子芦別川における LOC.67から保存不完全な二枚介

が査出する。

Mm 

砂質頁岩および綺欣砂質頁岩から成る。泥灰岩幽塊は稀であ り化石は未翌見である。

厚さ90~50米。

l)舘頭においては泥灰炭囮塊は容易に浚見 されるの に反して化石は褒見されないこと

もある。以下化石の産出頻度を JI多い1』' II少ないI、等の言葉でいい表わすが，この場

合はむしろ咋多く “またはII少な く啜 見されたというべきであろう 。 しかし化石は粗粒

岩中か ら痰見 されるものを除くと，泥笠岩 自骰の 中 から装見されることがあるが ， —

般には泥灰岩園塊中に疲見される易合が多い。従つて化石の産出頻度を化石の浚見さ

れた抵をもつて概念的にいい表わすことは余り不都合ではなかろう 。勿論化石の産欣

を立骰的に調査するのではな くて，設本の路紛調査の結果を蹄納して地府中における

化石の産出頻度を表現することは危険であるかも知れない。ま た一細分府の化石産出

頻度は踏査した各路線毎1こ， すなわち南北方向に変化するが，ここでは一細分府の化

石産出頻度をその最大乱でもつて表現する。この易合その細分貯の化石産出頻度は愛

化 してもなお産出頻度についてはその細分府としての上位または下位の細分府のそれ

と異なつた傾向を示す。

2)化石産地については白壁系踏査闘を参照をよ。以下これに準ずる。
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(3) 西 翼

しもうた Lない びはい !'!! んべつ

本陪群主部は下歌志内川，美唄川および奔別川によ く露出し，背斜をなすために下限

は不明であるが厚さは 1,300米以上と推定される。岩相によつて暦序は下位から M,n

から Mw5までl甚分され，各々の隣係は整合であ り，かつ岩相菱化は一般に緩慢ではあ

るが一部に比較的急激なことがある。

M,n 

奔別川のみに露出し，下限は不明であるが厚さは 640米以上に逹する。縞欣砂質頁岩

に富む砂岩頁岩細交互暦から成る。泥灰岩幽塊は稀に含まれ化石は未登見である。

M,n 

痰青灰ないし灰緑色成暦あるいは塊状の中粒砂岩を主とし時々縞状砂質頁岩を挟む。

澤灰岩幽塊および化石は末装見である。厚さ約140-10_0米。

Mw, 

縞状砂質頁岩を主と し時々砂岩および泥岩を挟み，また白色ベントナイト質疑灰岩

湖暦 (layer)を少なくとも一層挟む。泥灰岩幽塊を稀に含み化石は未翌見である。厚さ

約 300米。

M,n 

主に砂岩頁岩澗交互暦から成り縞欣砂質頁岩および中粒砂岩を挟み，また下部に（ま白

色ベントナイト質凝灰岩 C黒雲母流紋岩質凝灰岩）の湖暦 (ted)が少くと も一暦挟在す

る。泥灰岩幽塊は稀に含まれ， 化石は末翌見である。厚芦約 150米。

Mws 

主に泥岩から成り時々頁岩質となり縞状砂質頁岩を挟む。最上部は局部的にシルト質

澗砂岩と な る 。 泥灰岩隅塊は税に含まれ化石は未装見である。厚さ約80~70米。

(4) 甜比及び年代

東西雨英における本恩群主部の各暦を岩相によつて到比する と第3表のようになる。

そしてMw2およびM訟ーMw心 他の部階よりも粗粒であり ，従つて本府群中に 3つの

“推積小輪廻"3)がみとめられる。すなわちそれらは東翼ではMいとM座ーM豆 西翼で

はMwi,Mw2ーMw3 と 述V4—Mw平示される 。 （第 3表参照）
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本暦群主部中から年代決定に有効な化石が登見されていない。しかし本圏幅地の南方

幾春別附近における空知背斜西翼の本階群から Peri・inljllieriaimaii (YABE & SIU叩 zu)

が産出し，その蛮出地暦4) は岩祖上本岡幅地のMw~に到比される。Pervi,,uieriannaii 

の暦序的産出範園は従来宮古統上部階から最上部亜階に亘るとされている。しかし後述

するように本岡幅地西霙の三笠亜摺群の年代は大部分ギ リヤーク世古期であり，その最

下部のそれは不明である。

またこの三笠亜暦群の年代が幾春別附近における西翼の三笠亜暦群の年代と必ずしも

一致するとは限らない。従つて本岡幅地のMw;が岩相上は幾春別附近の Pervin1111ieria

imaii を産出する地暦に到比されると考えても雨者の年代は必ずしも同一であるとはい

えない。しかし本圏幅内では西英における本暦群最上部の年代は恐 らく宮古世末亜期で

ありかつ本暦群主部の年代は恐らく大部分宮古世新期であろう 。また東翼における本

暦群の主部の年代は後述するように三笠亜暦群下部の年代が宮古世末亜期であるから恐

らく宮占世新期であろう 5)。 （第4表参照）

(2〕三笠亜層群

、(1) 概 諒

本亜階群は中部蝦夷暦群上部の局地的岩相摺序単位である。その下位の中部蝦夷暦群

主部および上位の上部蛾夷暦群との腿係は整合であるが岩相愛化は急激である。厚さは

約200~300米であるが東斑の方が西糞よりも厚い。

主にi箋海l生一部瀕海性の堆積物であ り，程々の粒度の砂岩を主とし礫岩およびジル

'卜質細砂岩から泥岩に至る細粒岩を伴い， また炭質頁岩および凝灰岩を挟む。砂岩は一

般に臀灰色，緑灰色および灰白色を呈するが時には翌腎色，灰色および暗灰色を呈する。

3) ここにいう堆稼小輪廻は北洵逍一樺太地向斜内の空知恩群から函淵屑群に至る一つ

の大きな堆殺輪廻に甜して小さい昭位のものであり ，厳密には堆租翰廻を表わしてい

ないかも知れない。なぜなら本園幅地の白堅系も上記地向斜内coー逼域における堆粗

物であり ，これに到して陸棚洵の堆殺物におけるような一律な廂進悔退を考えること

は妥富でないかも知れない。しかしここでは粗粒なものから細粒なものに至る 局期性

あるいは律動性を堆秋小輪廻に似たものとして以後“堆稲小輪廻” という言葉を用いる

4)この化石の産出地屈は紳戸信和によると中部蝦夷居群主部の最上部であ冶。

5)松木達郎 (1943)によると中部蝦夷屈群の年代は宮古世新期より古くない。
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しかし桐成鎖物が隊波されており ，かつ甜らかに火山岩の組織を示す破片が含まれない

幽において後述の函淵暦群の砂岩と異なる。礫岩の礫は普通拳大以下であり，チヤ ート

•砂岩，頁岩塔から成る。凝灰岩には白色堅碩流紋岩質のものと白色柔軟ベントナイト

質のものとがある。 化石としては砂質岩から主に三角貝その他の瀕悔，沿岸性貝化石が

産出し，泥質岩中に含まれる泥灰岩幽塊中から，また時には泥質岩自陸の中から主にア

ンモナイトおよびイノセラムスが産出する。

なお東西雨翼における本亜暦群を比較すると第 5表の通りとなる。

第 5表 東西雨翼Iておける三笠亜階群の比咬

I~ 蜻の 浮さ

西 翼 東 糞

苅い (220..:.....230米）
II 厚い (240—30味）

全腟を通じての粒度 粗し、 細かし、

岩相の全證的垂直褻化 大きい 小さし、

岩相の全堕的水平菱化 大きい 小さし、

礫 岩 多い 少ない

砂岩の岩質 泥質のものが少ない 泥質のものが多い

砂岩の成暦状態 塊状のものが多い 成を暦挟するがもの（頁岩質泄暦
む） 多い

炭質頁岩 挟在する 挟在しない

アンモナイト 少ない アンモナイト多い

化石の産出 （粗粒岩） 渓海性介化石少ない
lI 躙少海性介化石多い

化石の産出 （細粒岩） 多

(2) 東 粟

本亜層群の厚さは一般に約240~300米である。すなわち八月澤では約240~29~(:。幌

子芦別川では約 300米である。

主に成暦一塊状，粗粒一細粒砂岩から成りこれらの砂岩は時には泥質となる。礫岩心／

ルト質細砂岩，細砂質シルト岩，ジルト岩,i尼岩および白色堅碩流紋岩質凝灰岩を挟む。

岩祖によつて層序は下位からTmからTE,まで1盛分され，各々の閥係は幣合であり岩相

斐化は一投に急激であるが漸移的な場合もある。 T雌まTmおよびTmに比べて細粒であ

o。
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TE! 

主として成暦一塊朕粗ー中粒砂岩から成るが局部的には細粒砂岩となる。時芍礫岩，

シルト質細砂岩，細砂質ジルト岩， シルト岩，泥岩を，また下部には局部的に白．色堅硬

流紋岩質凝灰岩を少なくと も1暦 (bed)挟む。

泥灰岩幽塊は一般に少ないが局部的には多く， また化石は幽塊および砂岩中から普通

に産出する。厚さ約140~90米。

八月澤にみられる厚さ約1炉米の白色洗紋岩質凝灰岩は細粒の某地の中に大形の石英ァ

斜長石および黒雲母の結晶を少産含む。

~ 化 I幌 子 芦 別 JI!I八 月 澤

産 ・-～ 石 産 1 

出化 -----------、 地 ・ 1 上 部下 部上部

石 ・-._--------------i 64 1. 65 I 66 1. 62 I 52 I 54 49 
Phylloceras velledae (MICHELIN)? 

Desmoceras kossmati MATSUMOTO 

Sharpericeras aff. laticlavium var. indica 

Desmoceras (Pseudouhligella) japonia YABE 

Desmoceras (Pseudouhliqella) ezoana MATSUMOTO 

Acanthoceras orientale MATSUMOTO 

Forbesiceras sp. 
I noceramus contncus var. nipponicus NAGAO & 

M虚 UMOTO

lnoceramus yabei NAGAO & M紅 SUMO'.IO

Trigonia longiloba JIMBO 

Trigonia dilapsa YEHA叫

Trigonia sp. 

Thetironia a/finis (W血 EAVES)var. yaponica 
Y,mE & NAGAO 

Anthonia japonica MATSU:lloTo 

Trochus vistuloides YABE & NAGAO 

Margarites sachalinensis NAGAO 

Gastropoda 

x

x
 

X 

X /X 

X 

x

x

x

x

x
 x

 

'

,
＇ 

x

x

x

x

 

x

x
 

x
 

X 

x
 

X 
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TF..:i 

泥岩またはシルト岩から成り上部には局部的にシルト質細砂岩，細砂質ジルト岩を伴｀

い また細交互暦を挟むこと がある。泥灰岩幽塊は少なく，化石も一般に少ないが局部

的には母岩中から普通に産出する。厚さ約80~50米。

- --- 化石産

， 
----- 地

幌 子 芦 別 川

産出化石 ~ ---

！ 

46 I 45 1 

Calycoceras ? Sp. X 

Cucullaea ezoensis YABE & NAGAO X 
＇ 

Tri9onia hokkaidoana YEHARA X 

Tngonza longzloba ]Il¥IBO X 

Lucina (Myrtea) ezoensis NAGAO X ' 
Jrammatodon sachalinensis (Scmum) X 

Spisula (Cymbophora) ezoensis YABE & NAGAO I X 

Trochus vistuloides YABE & Nagao I X 

Tm 

威層一塊｝仇粗一細粒砂岩を主とし• 少しの礫岩， また下限には局部的にジル ト質細

砂岩ないし細砂質シルト岩を伴うことがある。泥灰岩幽塊および化石は稀に含まれる。化

石は一股に母岩中から産出する。］浮さ約80~40米。

ー----"------ 化石産地 幌子芦別 川

査 出 化 石 -- - • _ _i ,, I "'I "'I 61 

Desmoceras (Pseudouhliyella) japonica Y,1nE X X 

Inoceramus concentricus Gr.ouP X 

lnoceramus sp. (Group of J. Concentricus) X 

Grammatodon sachalinensis (ScHヽIIDT) X 
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(3) 西 翼

本亜摺群の厚さは約220-230米であろ。すなわち下歌志内川では約230米，美唄川では

約220米である。

主に稲々の粒度の砂岩から成り ，これらの砂岩（ま塊状時に成暦を示し，下部では一般

に齊色緑色を帯び上部では一，役に白色を幣ひ’ることが多い。 シル ト質細砂岩を伴い，ま

た礫岩，器DI砂質ジルト岩， ジル ト岩，泥岩， 炭質頁岩および白色ベンナイト質凝灰岩を

挟み，そのうち礫岩は上部に多い。

岩相によつて貯序は下位からT,nからTw3まで福分され，各々の関係は整合であるが岩

相変化は急激な場合もあれば漸移的な場合もある。Twafま礫岩に富み，Tw2はTm およ

ひ:Twjに比べて細粒であり ，かつ化石を多 く産出する。

T11・」

主に粗―細粒砂岩またはジル ト質細砂岩から成るが，北方は南方に比べて細粒となる。

下限には局部的に海絲石質砂岩および凝灰岩瑯暦 (lager)がある。泥灰岩幽塊は稀であ

り化石は最上部から隅塊および砂岩中に若千産出する。厚さ約70-60米。

下歌志内川においては細粒ー細砂岩，ジルト質細砂岩，細砂質シル ト岩が翌逹し，美

唄川においては塊欣粗一細粒砂岩が俊勢であ り，下限には厚さ約0.3米の海絲石質粗ー中

粒砂岩があ り，その上位に限さ約 0.1米の白色ベントナイト質凝灰岩がある。化石として

は下歌志内川 LOC.:278から Pecten(Propeamussium) cooperi var. yubarensis YABE 

&N叫 0 を産出する。

Tw2 

主にジルト質細砂岩，細砂質シルト岩，シルト岩および泥岩から成るが，下部は上部

に比ぺて粗粒である。泥灰岩幽塊は普通に含まれ，化石は園塊中からふまた母岩中か

らも普通に産出する 。 厚さ約40~50米。
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~ 
美唄）ii 下歌志内 JII 

1931197 2731276126うi2721277 
I 

Desmoceras (Pseudouhligella) japonica YABE X X 

Desmoceras (Pseudouhli9ella) ezoana MATSU1'「OTO X 

Puzosia sp. X 

lnoceramus concentricus var. nipponicus NAGAO 
X X X 

& !¥1ATSU1¥10TO 
l noceramus concentncus var. costatus NaGAO & 

MATSUMOTO X 

Inoceramus yabei NAGAO & MATBUMOTO @ X X X 

Inoceramus sp. X X 

Grammatodon sachalinensis (ScHMIDT) X X 

Cucullaea sp. X 

Lima Sp. X 

x i Callis ta sp. 

Exogyra sp. X 

Tr切oniaSp. X X 

Tな'"'"心japoo,caN wa 

Natica (Lunatia) denselineata NAGAO X X 

Echinoid I 
l —• 

⑭ i::1;: ま些富 (abundant)に産出することを示す

Tw~ 

主に粗ー中粒砂岩から成り， 下部には著しいi梁岩を伴い澗粒砂岩，シルト質細砂岩お

よびシル ト岩を挟む。また最下部に白色流紋岩質凝灰岩湖層 (ted), 中部には局部的に

炭質頁岩および白色ベントナイト質凝灰岩薄貯 (ted)が各々少なく とも一暦挟在する。

泥灰岩幽塊および化石は一設に少ないが，最上部において（ま局部的に普通に含まれる。

化石は幽塊のみならず母岩からも産出する。厚さ約 1 20~1 1 0米。

下歌志内川においては床iに厚い礫岩が骰上部と 中部とに挟在し前者では厚さ約10米，

後者では約3J米である。また径者の礫岩の少し上位に厚さ約 0.3米の白色ベントナイト

質凝灰岩およびその上位の厚さ約 l米の炭質頁岩が挟在する。 また上部には厚さ約10米

の園塊および化石に富む塊状シルト質細砂岩を挟む。美唄川においては下部では厚さ約

10米の礫岩が挟在し，それより 下位に厚さ約 2米の白色凝灰岩がある。
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—- 化石 産地 奈井江川 下歌志 内川

産 出 化石i --248 271 I 274 

Prionotropis teshioensis Y,1BE & SHillIIZU X 

Ammonite X 

lnoceramus concentricus var. nzpponicus NAGAO & 
X X 

MATSUl¥101'0 

In.oceramus sp. X 

Cz,cullaea sp. X 

Thetisonia sp. I X 

(4) 封比及び年代

東西雨翼の本亜暦群を岩相的暦序匿分および“堆稜小輪廻”によつて紺比すると第3

表のようになる。そしてT邸およびTw2は各々の上下の地暦に比較する と細粒であるが，

TE2は東蕊における本亜層群中の可成り上部を占めるのに到して Tw2は西翼における本

亜暦群中の中部を占める。 かつ T1-T2、および T3の2つの “堆積小輪廻” がみとめら

れるが，そのうち後期の小輪廻は上部蝦夷暦群につづく 。

次に本亜層群の年代について述べる（第 4表参照）。 東翼のTE1下部は Desmoceras

kossmati 翠社であり ， その年代は宮古世末亜期である。 Tm上部—TE3Vま lnoce ramus

concentricus var. nipponicus帯であり ，その年代はギ リヤーク1助古期である0)。 西英

についてはTw心年代不明であるが恐らくギリヤ ーク世古期であろう 7)。 Tw2-Tw叶ま

I,, 
白noceramusconcentncus var. nipponicusである8)。

6) TE2及びTE3からは I.concentricus nipponicusが産出しないが，I.concentncus 

nipponecus楷に特有の Desmoceras(Pseudouhligella) japonicaが TE3から産出す

るためにT四及びTESはこの化石帯に雁する。

7) 以下一つの細分屈か ら年代決定に有効な化石を産出しない時，その細分府の年代

を推定する ためにはその細分屑の上下の地屈の年代，その細分層の厚さ ， ‘‘堆稼小翰

廻”の相互隣係を考慮す る。

8) Tw遥上部においては従来ギ リヤ ーク世新期を指示するとされている

Prionotropis teshioensisが産出する。I.concentric,.-s nipponicus は従来からギリ

ヤーク統上部階にも産出する可能性を もつていたが，この揚合では I. concentricus 

ntipponicusと Pronotropisteshioensisとが共存する。従つてTw3最上部は

J. hobetsensis幣である可能性が考えられるが，ここでは J.concentricus nipponicus 

特 としてお く。
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従つてTw2—T,1·3の年代はギ リ ヤ ー ク 世古期であり ， Tw,のそれも恐らくギ リヤーク

枇古期であろう 。

なお後述するように東糞の上部蝦夷暦群の最下部の年代はギ リヤーク1り：古 期である

が，西斑の上部蝦夷暦群の最下部のそれはギ リヤーク世新期である。従つて本刷幅地内

では明らかに本亜陪群の岩祖的層序置分とその年代的層序l嘉分とが互いに斜交する。（第

3および 4表参照）従来では本亜暦群と上部蝦夷詳との界は年代的にい うとギリヤーク

世古期に及ばなかつたが，本圏揺地の東糞ではそれがギリヤ ーク世古期に及ぶことが判

明した。

なお三角貝の産出はT1およびT2に限られる。

B) 野 花 南 川 流 域

本地域に分布する中部蝦夷層群は東方の富良野盆地における白型系に連なるもので，

略南北方向の野花南断階によつて西側の第三系に接する。本層群は主部とその上位の佐

久層とにl磋分される。

い〕 中部蝦夷貯群主部

上位の佐久層との腿係は整合であるが • 岩相菱化は南移的である。主に頁岩．砂質頁

岩,i尼岩および砂質泥岩から成り ・縞欣砂質頁岩．砂岩頁岩珊交互暦および白色ベント

ナイト質凝灰岩湖府を挟む。泥灰岩幽塊および化石は一般に少ないが局部的には普通に

含まれることがある。丸山南方を通る北西西一南東東方向の断暦以北においては化石は

普通に産出するが，同断暦以南では稀である。

上記の断暦以北において産出する化石には次のようなものがある。

Anagaudryceras sacya (FonBES) 

Desmoceras (Pseudouhligella) japonica YABE 

D. (P.) ezoana M紅 SUMOTO

Pachydesmoseras denisoi (STOLICZKA) ? 

ln.oceramus yabei NAGAO & M紅 SUMOTO

J. concentricus var. nipponicus NAG. & MAT. 

この地域の本暦群主部は岩相および層f立上空知背斜軸部のそれ，及び富良野盆地の馬

内川頁岩層 C橋本亘1936)に製比される。 しかし空知背斜軸部におけるように詳細な岩

相的暦序T盛分は判明 しない。この地域の本恩群主部の年代は前記の産出化石からみても
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わかるようにギ リヤーク世古期であるが，空知背斜軸部におけるそれの年代はギリヤ ー

ク世古期よりも古い。従つてこの場合岩相的暦序匝分と年代的層序匿分とが斜交する。

(2〕佐久暦

本暦は丸山の南方を通る北西西―南東東方向の断府以南に分布し，本庖と その不位の

中部蝦夷府群主部との関係は整合であるが雨者問の岩相愛化は禅Ji移的である。上限は断

階のために不明であるが厚さは約 20-J-:)未以上であり，主として成暦細粒砂岩・砂岩頁岩細

交互暦，縞欣砂質頁岩， 砂質頁岩および砂質泥岩の交互府から成る。泥灰岩陸塊及び化

石の歪出は稀である。本層の下部から Desmoceras(Psei douhligella) jappomca Y.IBE 

を査出する。またこの化石は韓石として最上部からも産出する。

本府は岩相および暦f立上宮良野盆地の近藤山砂岩層（橋本亘1936)に到比され， また

恐らく空知背斜軸部の三笠亜暦群に到比されるであろう。本層の年代はその産出化石に

よつてギ リヤーク世古期である。ちなみにアベシナイ 川流域の佐久暦はギリヤ ーク統上

部陪に到比される力ぶ主夕張地方の佐久府は大部分ギリヤ ーク就上部階に下部はギリヤ

-ク統下部階に到比される（松本逹郎1942)。

3. 上部蝦夷居群

〔1〕 概説

本暦群は空知背斜に股く分布し，本層群と下位の三笠亜暦群および上位の函淵暦群と

の闘係は整合であるが岩栢嬰化は急激である。 しかし函淵暦群とは局部的には漸移する

場合がある。本層群の厚さは約 I,120—360米である。すなわち東焚では約 I , JOC米内外，

西窟では350米内外である。

主に比較的箪甑均質な泥岩および頁岩から成りジルト岩，細砂質シルト岩ないしジル

卜質細砂岩を伴 う一殺に深海性の堆秒物である。礫器 砂 岩および酸性凝灰岩を挟み稀

には石灰質砂岩を も挟む。細粒砂岩は一般に泥灰岩幽塊に富み時には石灰質臨塊を も

含み，それらの中からアンモナイトおよびイ ノセラムスを多 く産出する。東西雨斑とも

幽塊および化石は南方から北方に向つて少なくなる。

本暦群は主に鼠甑均質な細粒堆積岩から成るために本暦群を岩相に よつて幾つかの地

暦に匿分するためにあたつては次のような方法をとつた。



21 

(11 水平的に連嵌する同一粒度の岩相を lつの細分層として扱う C

(2) 岩相約に細粒岩相が水平的及び垂程的に菱化する場合は粗粒岩を lつの細分暦の

下限とする。

(3)泥灰岩幽塊および化石の産出頻度によつて同一の岩相から成る地府をも更に細分

する0 9) 

(4-) 海絲石質砂岩を鍵暦に利用し，これを 1つの細分暦の下限とする。 10)

なお東西両翼における本貯群を比較すると第 6表の ようになる。

第 6表 東西雨糞における上部蝦夷府群の比較

I I西深 i東焚

I地府の厚さ t11J1,, (320—370米） 厚い (1120来約3倍）

全陸を通じての粒度 粗し、 細かい

岩相の全堕的水平褻化 大きい 小 さい

礫 岩 少なし、 多い

泥岩中の砂岩礫 殆んどない 或る部暦には局部的に多い

！海絲石質砂岩 翌逹郵著 殆んどない

凝灰質 岩 少なし、 翌逹郭著

イノセラムスの産出 多い 少ない 1 

Iアンモナイト の産出 産出府準がイノセラムスの 産出暦準がイノセラムスの I
場合よりも限られる 場合と共通する I -- -

〔2〕空知背斜東翼

本暦群は厚さ約 I,120米で，岩相によつて暦序は下位からUmからU」,11までl甚分され，

各々の跳係は堅合であり岩相菱化は一般に緩慢であるが急激な場合もある。本府群には

中部に梢厚く 粗粒岩が装逹する部分があり ，この部分から下位では上位に比べて粗粒岩

9) 泥灰岩閥塊は 2次的に生成されたものであるからその産出頻度は地I吾逼分ゆ茄準と

しては不恋霜(0ようであるが，しかしこれは堆租微時(0地府中における生成條件の有

無，良不良を示すので，この貼からみて地I舒l屈分の基準に使用しても不都合ではな

ぃ。化石症出頻度は化石栂とは無揺係に地I爵を構成する堆税物の一員と しての化石に

宮むか或いは乏しいかを意昧す る。

10) 洵緑石質砂岩を鍵府に利用する ことにはある程度の地域的限界があろと考えられ

る。また溺粒石質砂岩は一般に浅洞性堆租物と考え られているので，上述の(2)にあた

る租粒岩と同様に扱つて 1つの細分昴｝の下限と する。
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を幾分多く 挟み，また岩相の水平的菱化も幾分多い。幽塊および化石の産出は南方から

北方に向つて滅ずる。

Um 

下部は頁岩から成り屯上部は砂岩頁岩細交互暦から成る。また岩相は水平的に愛化

してシルト岩となる所がある。最上部に泥岩を伴う。白色ベントナイト質凝灰岩涸暦

,(layer)または幣緑色凝灰岩ないし凝灰質砂岩薄摺 (ted)が稀に挟在する。泥灰岩園塊ぉ

よび化石に富む。 ll)厚さ約 180~ 110米。

月見澤においては下部にベントナイト質凝灰岩薄暦が挟在し，幌子芦別川における下

部の頁岩および砂質頁岩は砂岩の池暦または葉暦をかな り挟み， また上部に厚さ約 1米

の凝灰質粗粒砂岩を挟む。

幌子芦別 JII 月見澤i
地 下部上部中部止
-—直

I 、_ 35333433394142,4 5 3 
----- I I 

I I I I I I 

J 1 111 

X 

fl Scaphites sp. Ix 
IX 

I几oceramusconcentricus var. nipponicus NAGAO & I 
MA'.fSUl¥IOTO X囚？

I 

I?! I IX 
X 

I I I勺 iI 

＼ 

------------ 化
産出 ------------- 石産

化 石 、--

Anauaudryceras sacya (FonnEs) 

Gaudryceras denseplicatum (Jrll!no) 

Zelandites sp. 

' Desmoceras (Pseudouhligella) japonica YABE 

Desmoceras (Pseudouhligella) ezoana MATSUMOTO 

Tragodesmoceroides subcostatus MATSUMOTO 

I noceramus concentricus var. costatus NAGAO & 
MATSUMOTO 

Jnoceramus yabei NAGAO & M紅 SUilfOTO

lnoceramus hobetsensis NAGAO & M紅 SUMO?

x
 

X 

X 

？印は種の同定不確質なるものの産出を示す

U1;, 

泥岩ないし砂質泥岩まではシルト岩から成り前者（文時々頁岩質となり後者は若干の砂

:I l) 以下本屈群において化石の産出頻度を述べる時に，特に記さない楊合は化石はす

べて糊塊中から産出する。
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岩礫を含むことがある。砂岩頁岩細交互層を凪々挟み下限に粗ー中粒砂岩を有する。泥

灰岩幽塊は少なく 化石も稀である。厚さ約110~10米。

炭山川においては断暦のために欠除する。化石としては月見澤： LOC.2から鼠陸珊瑚

を産出する。

DEJ 

下限に礫岩があり ，主に頁岩または泥岩から成る。i尼岩中には砂岩礫が多く含まれる。

最下部には砂岩頁岩澗交互暦が登達する所があり上部には礫岩がレンズ状に挟在する。

泥灰岩幽塊および化石は稀である。厚さ約110米。

炭山川においては断層のために欠除する。化石としては幌子芦別川 ：LOC. 301から

Scaphites (Yezoites)planus YABEが産出する。

U匹

頁岩および砂質頁岩を主とし時々砂岩頁岩細交層を挟み，・下部には泥岩または砂岩頁

岩細交互層を伴い泥岩は時々頁岩質となる。また下限には礫岩ないし砂岩をもつ。石灰

質および泥灰岩園塊に富み化石も盟富である。厚さ約150米。

炭山川および八月澤においては勘府のために欠除する。幌子芦別川では下限に厚さ約

3米の礫岩ないし成暦粗ー中粒砂岩がある。 （次頁表参照）

DE5 

泥岩および砂質泥岩を主とし時々頁岩質とないまた砂岩礫を多品に含むことがある。

時々砂岩頁岩澗交互層，礫岩および中一細粒砂岩を含む。泥岩幽塊および化石は稀であ

る。厚さ約120~80米。

炭山川および八月澤では断暦のために欠除する。月見澤においては下限には礫質砂岩

• ; 芦ク •) '.:: た中部には厚さ約2.5米以上の礫岩が挟在する。

DES及びUmC月見暦）

雨者は上部蝦夷暦群中四那著な粗粒岩暦で，これらを局地的岩相階序単位として月見

暦と稲する。月見澤または芦別川および幌子芦別川に標式的に露出する。水平的に特に

東西方向に岩相愛化が著しい。

東方では下部の成層一塊状斎Ill粒砂岩，砂岩頁岩細交互階および砂質頁岩を主とする

地層(UE6) と白色流紋岩質凝灰岩および白色成暦一塊状粗ー中粒凝灰質砂岩を主とす

る上部陪 (UE7) とにl甚分される。 UE6の細粒砂岩および砂岩頁岩細交互暦を構成する細



一~. 2
4
 

窟

化
- - 石

出化

----産地I , 祝子苗別 川 賢
石 ------- -.so f 2s I_ 2, f 22 f 26 I" f" !"f2, Iロ

Neoph_vlloceras subramosum Snnnzo 

Epigonicerasりlabruin(Jnrno) 

Gaudryceras denseplicatum (Jnmo) 

P、:zosia 9audama (FonnEs) 

Mesopuzosia indopacifica (Kos,;~r,1-1·) 

Niesop1 zosia yubarense (Jurno) ? 

/imboceras pla, ulatiforme (Jnrno) 

Rり ma•, iceras pseudcdevlria・wm (Jur'no) ? 

Scalarites sp 

Baeぷ tesorientalis (M紅 SUbIOTO)

lnccerainn cor.centricus var. c0stat.,s No匁 0& M,¥'1S0瓦O'.l'O

Jr,ocera•nus hobetsensis NAGAO & M虚 UM0'.1'0

J,,oceram:,s pedalionoides NAGAO & MATSUMOTO 

lncceramus teshiaensis NaGAO & M虚 OMOTO

lncecran恥 sincertos Jnrno 

Pecten (Fropeaりiusicm)cooperi var. y"bariensis YABE & NaGAO 

coral 

x
 

X 

R
 

x
 

x
 
⑭ 

x
 

X 

X 

？・

X 

X 

x , ! 
X 

X 

:1 
XIXX I I I 
X I 

X 

I I x 

X I 
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粒砂岩は緑灰—灰色を呈し石英安山岩質結晶凝灰岩質砂岩である。

u五7の凝灰岩および凝灰質砂岩は白色を呈し，堅砥塊欣ないし成層，かつ粗粒ー中粒

である。凝灰岩は随微晶質の某地の中に斜長石，石英および黒雲母の大形かつ新鮮な結

晶が多品に含まれる黒撰母斜長流紋岩質凝灰岩である。また U印の地暦中には有機物質

がかなり多岳に含まれることがあり ，また海緑石質砂岩および礫岩がレンズ｝伏として挟

在することがある。西方では砂岩，礫岩および頁岩の不規則な堆稜状態12)を示す交互恩

となり一殺に下部は礫岩に上部は砂岩に富む。

礫岩は淘汰不良であり，その礫は普通半拳大以下の砂岩， チャ ー ト，頁岩'i尼灰岩， 酸

性火成岩等であり ，泥によつて膠結される。

東方では Ui,:o, Ui,:1雨暦は匿別されるが西方では謳別され難い。厚さは雨暦を合わせ

て 170米以上に逹する場合があり ，そのうち Umfま一般に約 100米内外と推定される。

泥灰岩幽塊（前述の礫としての泥灰岩ではなくて母岩中に含まれるもの）および化石に

乏しいが，Umからは砂岩中に瀕海性貝化石を若千産出する。

---化~石 化 石 __!0_':__"~ 11_ 芦別 /II
査 U.i,; 6-7 DE:r U幻

出
20 6 I 7, I 6' 

Scaphites ? sp. X 
I 

lnoceramus uicajimensis YEHARA X 

Acila sp. X 

Ostrea sp. 

_¥__ -
X 

Echinoid X 

DEs 

主に頁岩および砂質頁岩 よら成り下部に砂岩頁岩細交互暦を伴う。また泥岩を主とす

る場合があり ，i尼岩は時々頁岩質 となる。なお頁岩および砂質頁岩中には砂岩苅暦ある

いは葉層が頻緊Iこ挟在することがある。泥灰岩園塊および化石は普通に含まれる。なお

Inocerarn11s unajimensisは母岩から蚕出することが多い。厚さ約120-90米。

12) 同時侵蝕および地陪(Q急激な膨縮がみられる。
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-- -- -- -- 化石
産地 幌子芦別 JII 月見澤

＿ 査 ー出化石 -□二-------. ,, I "了了,-I ,, —-
. I 

Mesopuzosia yubarense (JIMEo) ? X x 

Polyptychcceras sp. X 

lncceramus uica_r;imensis Y1mAI凶 RXI X 

Ui,:n 

主に塊状泥岩および砂質泥岩から成り，粗―細粒砂岩を少しく挟む。泥灰岩幽塊およ

び化石は少ない。厚さ約100-80米。

晋出化石は次の通りである。

八月澤 LOC.53 Echinoid 

月見澤 LOC. 129 lnocerainus cf. japponicus NAGAO & M紅 SUMO'IO

芦別川 LOC; 139 Inoseramus japponicus N. & M. 

UEw 

主に泥岩から成り時々頁岩質となる。時々粗ー中粒砂岩，石灰質砂岩，砂岩頁岩互階

化 石 サキベン月見
産 地 芦 別 川 ペツ）11 澤八月澤 i

産出 化 CG--------- ・--7 I 81了l ,57 1 681~48 1 51 I 

Gaudryceras tenuilirat1,1n YABE X X 

Pulyptychoceras haradanvm (Yorroヽこ¥M.A) X 

Poly(pYtoyrrcohYAocMeraA) s pseudogaultinz,m X 

.Palyptychoceras sp. I x i X 

匹 m知 Sp I I I X 
fnoceramus ezoensis YoKoゞAMA X ？ ？ 
Jnaceranius japonicus NAGAO & MATSUMo'IO X X x 
.JoowMaum如o,M函amako,mお NAOw& x, I 

Tnccerumus r.aumanni YoKOYAM,1 X X ? 

Pelecypoda X 

.Scwr-ria cassiclaria (YorrnYAMA) I x I 
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および海絲石質砂岩を挟み， また下限

には砂岩が登逹する。泥灰岩圏塊およ

び化石は多品に含まれる。 厚さ約120

~so米。

炭山川においては最上部に厚さ約 4

米の海緑石質粗粒砂岩があり ，八月澤

における中部には厚さ約15米の白色粗

ー中粒砂岩が挟在する。芦別川におい

ては断層によつて他の部暦と接し，ま

た振福の小さい福曲をなし．，暗灰色石

灰質中粒砂岩を所々挟む。

UB11 

泥岩，砂質泥岩またはシルト岩を主

とし時々頁岩質となり ，上部には局部

的に海絲石質砂岩を挟む。また下限に

は砂岩が登逹することが多く ，最上部

は局部的にジル ト質細砂岩と なる。泥

灰岩固塊および化石は多抵に含まれ

る 。 厚さ約80~40米。

なお多聞岳西方および二股山西方を

通る南北に近い方向の2本の断階に挟

まれた1盛城の最南部は更に北東一南西

方向の断暦によつて 2つの福域に分れ

るが，そのうち東方の匝域では浦河統

下部階に到比される地階が分布し，西

方の匿域では DEBに到比される地暦が

分布する。
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〔3〕 空 知背斜西 翼

本暦群は約320-370米の厚さを有する。すなわち下歌志丙JIIでは約 370米，奈江川で

は約 330米，奈井江川では約 360米及び美唄川では約 320米ないし 350米以上である。

層序は岩相によつて下位からu.,,からU¥¥・1まで福分され，各々の腿係は整合であ り，

岩相菱化（な緩漫である。本層群の下半部は上半部に比べて幾分粗粒であり ，また各陪特

に下半部における各層の岩相は水平的に，すなわち東西および南北方向に復化すること

は東翼における場合よりも著しい。海絲石質砂岩は可成り逃招性をもち鍵暦として利用

される。なお美唄川における本暦群上部中には砂岩脈が2-3條認められる。粒度は西

方から東方に向つて細かくなりまた北方から南方に向つて粗くなる。泥灰岩幽塊およ

び化石の産出は北方から南方に向つて多くなる。

Uw1 

主要岩相であるシルト質細砂岩，細砂質シルト岩は水平方向に変化してシルト岩ある

いは砂質泥岩および泥岩となる。 中部に細粒砂岩を挟む場合がある。泥灰岩幽塊は普通

に含まれ，化石に富み殊に下部および上部は中部よりも多く含む。厚さ約90-60米o

C化石表は29頁）

U"・i 

細砂質シルト岩，ジルト岩，砂質泥岩および泥岩から成る力ふ 粒度は南方から北方に

向つて細くなり ，下限に厚さ 2 ~ 3 米の海絲石質砂岩がある。泥灰岩幽塊は普通に含ま

れるが化石は少ない。厚さ約60へ 50米。

． 
--------- 化石産・地 美唄 JII 下歌志内川

産出 --
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PolJ・ptyc ho・eras obstri, t.,m (JIMBO) x 
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I nocoramus naumanni YOKOYAMA I I X 
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Uwa 

シルト質細砂岩，細砂質シJレト岩から成るが，岩相は水平方向に楼化して下部はシル

ト岩上部は泥岩となり 'i尼岩は時々頁岩質となる。すなわち粒度は南方から北方に向つ

て細かくなる。 下限には局部的に海緑石質砂岩が登逹する。本層は本瑠群中最も粗粒で

ある。泥灰岩咽塊は普通に含まれ，化石は幽塊中からも母岩中からも挫宮に産出し， 殊

に Inoceramnsu11 a_iimensisは母岩中から産する。厚さ約50-4J米。（化石表は30頁）

U,n 

水平方向に岩相愛化がみられシル ト質細砂岩，細砂質ジルト岩はシル ト岩に，または

砂質頁岩および頁岩に移化する。一般に粒度は南方から北方に向つて細かくなる。下部

には局部的に泥岩を挟み下限には厚さ 5米以下の海絲石質砂岩ないし同質礫岩が装逹す

る。泥灰岩固塊および化石に宮む。厚さ約40-30米。 （化石表は31頁）

U,n 

泥岩および砂質泥岩を主と し時々頁岩質となり南方では下部は局部的にシルト岩と

なる。 i尼灰岩幽塊および化石は少ない。厚さ約50~20米。

化石としては美唄）11 LCC. 178から Ana,,a:drycer ,s ynk、,yainai (YABE) 及び同

LOC. 1 81 から Jnaceram: • s na-11nanni YoKoヽCAMAが産出する。

u,1'6 

泥岩および砂質泥岩を主とし時々頁岩質となる。南方では下部に局部的にシルト岩を

伴 う。下限に（ま厚さ約 2-3米の海餘石質砂岩がある。泥灰岩幽に富みまた化石も極め

て多い。厚さ約40~20米。 （化石表は32頁）

Uw, 

主に頁岩および砂質頁岩から成り時々幣緑色細粒砂岩の薄暦および葉暦を挟む。下限

には局部的に凝灰質砂岩が登逹することがありまた下部には凝灰岩ないし凝灰質砂岩・

砂岩頁岩珊交互暦，ジルト岩および泥岩を挟む。上部は南方では局部的にジルト岩，砂質

泥岩および泥岩と なる。泥灰岩幽塊および化石に富むが上部では化石（ま 末翌見であろ

厚さは約50米から90米以上に達することがある。

下囲志内においては下限に限さ約 3米以上の帯荷緑色凝灰質粗粒砂岩があり ，また下
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部には厚さ約3米以上の宵白色凝灰質粗粒砂岩が挟在する。

奈井江川における下部には厚さ約 1米の需白色粗ー中粒凝灰岩が挟在する。

----- --- 化石
・----- 産 地

美唄JI! 奈井江 川 II 

産出 化石 - - - ----------
1901206 237 [ 2381241 

Neophylloceras subramosum SHIMIZU X 

Polyptychoceras sP. X X 

"Hamites" s11b1.juadratus Yo.-10Y絲 IA X 

Jnoceramus ezoensis YoKOYAl¥IA X 

Jnoceramus japonicus NAGAO & MATS℃ ::IIOTO X 

Jnoceramus naumanni YorroYA~IA X c X 

Pecten (Propemussium) cooperi var. yubarenis Y.~BE & 
X NAGAO 

Lucina (Mytrea) ezoensis NAGAO X 
,. ~,,, -

Natica (Lunatia) denselineata NAGAO X 

Echinoid 
I 1x I 

〔4〕 サキペンペツ川流域（本流下流部を除 く）

上部蝦夷暦群はサキペンペツ川本流の上流および支流の多聞澤• 一の澤・ニの澤に分

布する。この地域に分布する本層群は北北西一南南東ないし北西西一南東東方向に走る

断層によつて北東側の第三系と接し，西側はサキペンペツ川々口附近を通る略南北方向

の断暦によつて空知背斜東翼の本階群と接する。

サキベンペツ川本流上流部では北西西一南東東方向の断僭によつて 2つの濫域に分た

れる。そのうち北側の匿域では泥岩を主とする地暦とその上位の砂岩に宮む砂岩頁岩互

暦から成る地暦とが分布する。前者は泥灰岩幽塊に乏しく J,,osera加 ,s111cajime11sis 

YEHAHAを産出し，岩相および化石上から東翼のVEoに到比される。後者は泥灰岩園塊

を稀に含み岩相上U邸に到比され，向斜構造をなしている。南側の匿域では主に頁岩お

よび砂質頁岩から成り泥灰岩幽塊を普通に含み， Gaudryceras denseplicat11m (Jnrno) 

を産出し，岩相および化石上U四ないしUE3に到比される。

二の澤では 3本の北西西一南東東または北西―南東方向の断層によつて 3つの慨域に

I 
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分たれる。最も北側の慨域では砂岩に富む砂岩頁岩互居を主とし，その中部に厚さ約20

米の白色凝灰岩及び凝灰質砂岩を挟む地暦が分布し ， これは岩相上 DE6—DE7 に到比さ

れる。この地府の下位に泥岩を主とする地暦が少し翌逹するが，これはDEいこ蜀比され

る。この南側の福域に分布する地層は泥岩から成り泥灰岩幽塊を多く含み

Anaga.-.dryceras liinatuin (YABE)を産出し，岩相および化石上 Uぶ4中・上部に翌比さ

れる。最も南側のl盛城では砂岩頁岩細交互暦が登逹するが，この地暦は東翼のDE!下部

に剪比されるであろう 。

多聞澤では最北部にUm,に蜀比される地府が分布するが，主にDE10に到比される地府

が分布し，これは主と して泥岩から成り時々頁岩質となる。泥灰岩園塊は普通に含まれ，

化石も普通に産出し，次のようなものがある。

Neophyllocerns subramosum SHIMIZU 

Gaudryceras tenuiliratum YABE 

Haueがcerasgardeni YABE 

Anapachydiscus sutneri (YorroゞAMA)

lnoceramus ezoensis YoKOYAMA 

J. japponic,1s NAGAO & MATSUMOTO 

J. nauinanni YOKOYAMA 

Lucina (11も-rtea)ezoensis NAGO 

〔5) 甜比及び年代

本暦群は比較的箪脚均質な岩相から成り，東翼の厚さは西斑のそれの約 3倍であり ，

かつ東翼では海緑石質砂岩が追跡されないのに反して，西翼ではこれが敷帯追跡されて

岩相的暦字l盛分の一括準として用いることができる。また凝灰質岩は，東翼ではよく追

跡される租厚いものがあるのに反して西翼では連絞性に乏しい。 （第6表参照）。従つて

雨翼の岩相的甑分による暦序の到比は困難である。然し岩相特に粒度湿砂君の産出頻度，

‘’堆徴小輪廻”および化石帯によつて到比することができる。

(1) 岩相特に粒度による甜比

東西雨翼における本恩群の岩相的l盛分による暦序を粒度に よつて大局的に到比する

と東翼では Um—U町 はUEsーUE11 よりも全證として粒度が粗く，なお前者には礫岩

が幾つかの暦準に挟在するが後者には殆んど存在 しない。また西翼では U,n-Uw,vま
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Uwa—U町に比ぺて全騰として粒度が粗い。なお東碗では U邸ーUm が最も粗く西翼で

はUw::が最も粗い。従つて大局的にみると UmーU1,5はUw1ーUw,1こ， U」lSーDE,はUws

にまたU邸―UE11はU¥¥',-Uwサこ封比される。然しUE1におけるような郵著な白色凝

灰質岩はUwsにはみとめられない （第 3表参照）。

(2) 園塊の産出頻度による封比

本庖群の最上孤すなわち東蕊のDE11,UE!uおよび函斑のU¥¥・1,Uwafまいづれも幽塊

に富む。その下位のUMおよび Uw故ま幽塊に乏しいが，U」lSおよび Uw心園塊に富む。

本暦群中の最も粗粒の府準である Um—U四 は幽塊に乏し く ， それに反して Uwiが多少

幽塊に富むのは U邸—Um に比べて細粒岩から阪るためであるが ， とにかく U國—DE1

および Uw3はそれらの上位のU1,sおよび Uw.に比べて幽塊を含むことがより少ないと

いう 特煤をもつ。 また UEa—DE1 および U叩 の下位の U凶 およびUw,,t幽塊に乏しく ，

更に U』l1およひ:Uw1fま幽塊に富む。しかし U"sから U"1にかけて幽塊の査出頻度の愛

化がみとめられるが，それと同じ傾向の婆化はUw1にはみとめられなかつた。 以上の

ように幽塊の産出頻度から U1,1i;—Dim は Uwu—Uw,fこ， DE9fま U泣ぶこ， UE8はU,n lこ，

U」l6一U四は U,nlこ，更に U瞬はu,¥"eに到比される。

(3) "堆積小輪廻”による封比

東西雨衷の本陪群にはいづれも 4回(I) •• 堆積小輪廻” がみとめられる。すなわち東糞

では TE3—U立の第 1 小輪廻 U硲ーU」l5 の第 2 小輪廻， U駆—U1,9 の第 3 小輪廻および

uじ lU—U1mの第 4 小綸廻がみとめられる 。 また西認ではTw,—Uw1 中部の第 1 小輪廻

u、w上部—U叩の第 2 小輪廻， U\\'s—u"もの第 3 小輪廻および Uwa—u,ての第4小綸廻

がみ とめられる。このよ うに 4回の“堆稜小謡廻”によつて東西雨翼の本暦群を封比す

ることができるが，この封比は前述の粒度による大局的な均比および幽塊の産出頻度に

よる到比が妥営であることを示す。すなわち第 1ー第 2小論廻の地暦は第 3小論廻上部

一第 4小輪廻の地暦よりも粗粒であり ， かつ最も粗粒である U1,o—UE7 およびUw3 は第

3小輪廻の下部に鹿する（第 3表委照）。 また幽塊の産出頻度は第 2小綸廻の上部およ

び第3小綸廻の下部では小であるが，第3小輪廻の中部では大と なり，また第 3小協廻

の上部では再び小 となる。第 4小綸廻は全憫にわたつて喋塊に窟む。

(4) 化石帯および年代による封比

棗英では 5化石帯がみとめられる力ぶ西翼でーは3化石粗しかみと められない。 すなわ
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ち Um下部および中部は lncceram,s concentricus nippon icus 幣， Um 上部—U四お

よび Uw1は Inccera11ws hobetsensis翠阻 Ui,:5—U1os io ) およ び U氾—U\Y3fま

lnoceramvs ,majimensis 特， U邸ーU」;11および Uw1-Uw114>は Inoceramus 

japon icus幣である。なおV1mの上部は一部分 Inoceramus orientalis幣であり，

U,n上部は化石を産出していないが一部分 Inocera叫 1sa rien talis帯である可能性が考

えられる15)。以上の 5化石帯におし、て lnoceramusco1:centric:、snipponicus 帯はギ リ

ヤーク世古期， Inocerarnus hobetsensis 帯はギリヤ ーク柑新期， lnoceramus 

uirajimensis幣は浦河世占期 lnocera切 us japonic:,s幣は浦河世新期および

Inoceramus orientalis芹料は浦河I止末亜期を指示する。以上によつて東西雨翼を年代的

貯序甑分によつて剪比すると第 4表のようになる。この年代的置分は前述の岩相的暦序

匿分と斜交する。 例えば本摺群の最下部については U1,1C最上部を除く）はギリヤ ーク

世古期であるのに反してUw1のそれはギリヤ ーク世新期である。また前述のように岩相

上 Ui,:6—Umは U叩 に到比されるから，これら雨者のすぐ上位の地暦のうちUEB の年代

は浦河世占期であるのに反して Uw1のそれは浦河世新期である（第4表）。

次に lnoceramus の若千種およびその他の化石の暦序的産出欣態について述べる。9

I. teshioensisは東繋UのU」,1および西翼の Uw1上部に多産する。 I. un-ajiine:,sisは東

翼の U」,5から U」;sまで産出しそのうち UE8に多産する力ぶ他方西翼の Uw2および Uw3・

に産出しそのうち Uw3に多査し，かつU」;gおよびUw3では一般に母岩中から産出する。

さらに I.naumanniは東斑では Ui;sから VE日まで産出しその うち Um1に多産し，ま

た西糞では U叩 から Hw,まで産出しそのうち U叩から Uw,下部にかけて多産する。

以上のことから，本圏福地に関する限りでは， J.teshioe11sisは J.ho betsen sis帯上

部に多産するようであり， J.,m a_jimensisは同帯上部に，I.na,ima11niはl./apon!Cl/S

13) 飾述のように空知背斜束哀担 U.E5からは Inoceramusa-u:ajimensisが産出して

いないう,, サキペンペツ川流域において U」,5に甜比される地庖から産出する。

14) 前辿(0ように Inoceramus j aponicu s は U叩—U叩から産出 していないが，本

種と共存しかつ In.oceramusj apon icus幣よ り下位ゆ化石僻には産1:1:lしない

I. amak,isensis及び I.ezoensisヵ:;u叩—Uwo から産出す る 。

15) UEI, において Inoceramus orientalis 1/k"は I.,iaponicus栂に比べて菰粒であ

るように ，U町 においても上部の一部は I.japon icus乱柑より も粗粒である。まrc後
述するように Hmは I.orientalis栂であるよう に，Hw1もまた I.orientalis l!frで
ある。従つてこ （O可能性が考え られろ。
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哨上部に多産することがいえる。

なお Scurriacassidariaあるいは ScurriaSP. は東翼では UE10 の上部から Um1に

かけて産出し，西斑では Uws上部に産出する。 すなわちこれらは本岡幅地に闊する限

りでは，暦序的産出晦園が比較的に限られ I.japonicus帯の上部から I.orientalis帯

にかけて産出するようである。

4. 函淵層 群

〔1〕 概 説

本暦群と下位の上部蝦夷暦群との腿係は整合である力も岩相菱化は急激である場合と

漸移的である場合とがある。 また上位の古第三系石狩貯群とは平行不整合腿係にあ

る16)。厚さは約100-300米であり，東蕊は西翼よりも厚さが大である。

上部蝦夷暦群の場合と異なつて垂直方向の岩相愛化が著しい。主に種々の粒度の砂岩

から成り，礫岩， ジルト質細砂岩， 細l砂質ジルト 岩， ジル ト岩，泥岩， 頁岩および凝灰

岩を挟ぶまた石炭ないし炭質頁岩を挟む。一般に装海性，一部瀕海性の堆積物で動物

化石の外に植物化石をも産出する。泥灰岩園塊は一般に稀であるが細粒岩には普通に含

まれることがある。砂岩は一般に緑灰色罪『灰色，灰白色時には灰色，暗灰色を呈するが，

絲色を帯びるものが最も多い。また砂岩には全騰にわたつて火山岩物質 （斜長流紋岩，

流紋岩時には石英安山岩の破片）の供給が多く ，かつ溝成鎖物が殆んど磨滅されておら

ない貼において三笠亜暦群の砂岩と異なる。礫岩の礫にはチヤ ート，石英岩，砂岩，頁

岩，流紋岩等が多い。凝灰岩は一股に厚さ約 3-5米であり ，白色ない し宵灰色を呈し

緻箇堅碩かつ流紋岩質である。時には粗磐柔軟なものもある。

暦序は岩相によつて下位から漸移部H,・下部H,および上部H叶こ福分され，各々の腿

係は整合であ り岩相愛化は比較的急激である。また各々の甚底部は一般に礫岩である場

合が多い。 Hけま下位の上部瑕夷暦群との漸移厨であり ，場所によつては欠除することが

36) 後述するように東哀の本府群には 4回の堆稼小輪廻がみとめられるのに反して ，

西哀では 3回であり，しかも西衷南部では 2回みとめられる にすぎない。すなわち石

狩府群は函淵暦群の異なつた府準の上に軍なる。また函淵府群と石狩府群とは描造的

に平行であり同一の造構造運動を蒙つている。従つて雨者の眺係は平行不整合で

ある。
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あり ，動物化石は普通に含まれる。H,は本暦群中最も粗粒であり炭質頁岩を挟み，また

植物化石を含む海退性淮積物である。HsはH,よりも細粒岩を多く 伴 うようになる海進

性堆横物である 。 H2および r-r ~は一般に化石に乏しい。

なお空知背斜東西雨斑における本層群を比較すると第7表のようになる。

第 7表 東西雨糞における函淵層群の比較

西 糞 東 翼

地暦の厚さ 悪い (40— 130米） 厚い ( 150—280米）

全笠を通じての粒度 粗し、 細か¥,'

岩相の全翰的水平愛化 i大きい 小さし、

礫 岩 I！ 多い
少ない

炭質頁 岩 挟在しない 挟在する

(2〕空知背斜東翼

本暦群は厚さ約15J~270米である。すなわち炭山川および八月澤では約150米，月見澤

では少なくとも 15:J米以上，芦別川では約270米である。厚さは一般に北方から南方に向

つて厚くなる。 岩相によつて暦序は下位から HE!から HE3まで置分され，各々の閲係は

整合である。本層群に挟在する白色堅硬かつ緻密な流紋岩質凝灰岩においては隧微晶質

ないしガラス質の基地の中に小さい石英，斜長石および黒雲母の結晶の小破片が散在し

てし 、る。

Hm 

主に細粒砂岩およびシル ト質細砂岩から成り時には中粒砂岩を伴い下限には礫質岩が

翌達する。泥灰岩幽塊および化石は普通に含まれる。厚さ約30~0 米。

炭山川および八月澤においては欠除し 9月見澤では下限には著しく粗粒な砂岩がある。

芦別川では下限には礫質砂岩ない し粗粒砂岩があ り，サキベンペツ）11支流多問澤口では

下限には厚さ約 0.3米の礫岩があり，そのすぐ上位に厚さ約 1米の凝灰質粗粒砂岩があ

る。 '
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-----------― 化石産
サキペンベツ）Ii 月見澤

-------- 地

亜 出 化石 一----70 I 160 I 159 11 

Gaudryceras denseplicatum (Jr~rno) X 

Gaudryceras tenuiliratum YABE X 

Polytychoceras pseudogaultmum (YoKOYA:.UA) X I 
lnoceramus orientalis SorroLow X X X I X 

Jnoceramus pseudosulcat:is NAGAO & M.-1.Tsu:110To X 
， I 

HE2 

成暦ー塊状，＇租ー中粒砂岩を主とし，礫岩，細 粒砂岩 9 頁岩および凝灰岩を挟む。上

限近くには石炭ないし炭質頁岩があることが多い。泥灰岩幽塊および動物化石は極めて

稀であるが前者は局部的に多く含まれることがある。また桶物化石は若千産出する。下

部および中部の砂岩は一般に幽清色を呈し上部のそれは一般に絲色および絲灰色を呈す

る。厚さ約 120~60米。

炭山川においては上部に厚さ約 3米の凝灰岩が挟在しまた最上部には植物の破片が

彩しく含まれる。八月澤における上限は厚さ約0.3米の石炭である。月見涸においては

最上部は頁岩から成り厚さ約 l米の炭質頁岩を挟み， Cir. Aneimia Jremonti 

KNOWLT〇-';, Trochodendroides arctica (HEER)等の植物化石を蛮出する。芦別川で

は下部および中部の砂岩は一般に勘蒋色を呈し炭化木を含むことがあり 上部の砂岩は

主に絲色一部碍灰色ないし牌白色を呈する。また最上部は厚さ約15米の泥岩お よびシル

ト岩から威り厚さ約 l米の炭質頁岩を挟み泥灰岩腿塊を含み，なお泥岩中からNilssonia

SP. を産出する。

H」,~

上限は侵蝕のために不明であるが，浮さは約13Cへ 80米である。中一細粒砂岩戸ノルト

質細砂岩および細砂質シル ト岩の交互暦から威り，限々礫岩および凝灰岩を挟む。最下

部には一般に課岩ない し蹂質岩があり ，また海緑石質砂岩がくる場合がある。本暦は更

に岩相によつて下位から a C礫岩ないし礫質粗ー中粒砂岩） ・bC粗ー中粒砂岩）・ C

（細粒砂岩または泥岩） ・ctC蹂岩，礫質粗ー中粒砂岩および粗ー中粒砂岩） . e (細
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粒砂岩またはシルト質澗砂岩および細砂質ジルト岩） ・f C中粒砂岩） . g(細粒砂岩）

に細分される。 すなわち a , b ,d および f が粗粒であり C • eおよびgは細粒である。

泥灰岩幽塊は一般に稀であり，化石も幽塊中には未蛮見であるが母岩中から稀に産出す

る。

炭山川では最下部に厚さ約!G米の課岩があり ，厚さ約 1-3米の凝灰岩 2層を挟む。

八月澤における下部には凝灰岩 l暦が挟在する。

芦別川では下位から次の通 りに橿分される。

(1) 灰白色，厚成層—塊｝仇粗ー中粒，海絲石質砂岩約20米 (a.b)

(2) 暗灰色泥岩：泥灰岩園塊を含む 約 5米 (C) 

(3: 礫岩約3米

(4) 蒋灰色堅硬塊欣中粒砂岩約15米

(5) 白色流紋岩質凝灰岩
＇̀j
 

d
 

（
 

‘,
1if
l
 

(6) 緑灰色柔軟塊状中粒砂岩約10米

(7)灰色シル ト質細砂岩ないし祁I砂質シルト岩： 風化すると玉葱欣謂造に

麟 する。白色流紋岩質凝灰岩膚を挟む。約10米

;: : :::::~: 沐ここニニ立：二で:~ 倫，J15米 ｝ 
(el 

18: 白色流紋岩質凝灰岩約 5米

(f) 

化石と しては芦別川 LOC.114(7)から GrammatodonSP. ? を産出するに過ぎない。

〔3〕空 知背斜西翼

本階群の厚さは約40-130米である。すなわちパンケ川では約130米， 奈江川では約70

米，奈井江川では約80牙も 美唄川では約40~1 00米である。 上部蝦夷暦群と の漸移部を

除くと一般に北方から南方に向つて厚さ（ま海くなる。 岩相によつて陪序はHw,からH,n

までl屈分される。

Hw1 

浮さは一般に約50米以下であるが 9 時には欠徐いまた約60米以上に逹することもあ
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る。主に細粒砂岩およびジルト質細砂岩から成る。泥灰岩幽塊および化石は少ないが局

部的には普通に含まれる。奈江川では欠除する。

----産 ------出 化- ----石 ----化 石 -産 地
美 唄 JI I 奈井江 川

113 I 112 I 11, 230 I 231 

Phyllopachyceras ezoense (YOKOYAMA) 

I 

I X X I Anagaudryceras SP. 

I Polyptychoceras haradan:im (Yo五OゞAMA) X 

PJlyptychoceras pseudoga11ltinum (YoKOYAMA) X 

lnoceramus nauminni YoKOYAMA X X X 

Jnoceramus orientalis SoKoLow X X 

H而

下部から上部に向つて粒度は小さくなる。礫岩に初まり，主部は粗ー中粒砂岩であり

上部は細粒砂岩ないしシル ト岩となる。甚底の礫岩は南方では源いが北方に向 う程荊著

に翌逹する。また海保石質砂岩および流紋岩質凝灰岩が局部的に挟在する 。 厚さ約60~

20米。

下歌志内川および奈江川における下部の礫岩は約20米以上の厚さ に逹し，奈井江川で

は下部の礫岩印0米以上の厚さに逹し，下限には厚さ約 0.5米の海緑石質砂岩がある。

美唄川においては下部の礫岩は薄くなり下限に厚さ約0.3米のものがみられるにすぎず，

また下部には厚さ約 l米の需灰色堅碩緻密流紋岩質凝灰岩がある。

化石として（ま奈井江川 LOC.22う＇から Jnoceramusorientalis SoKo―~ow が産出する。

Hw3 

上限は侵蝕のために不明であるが厚さは約30~20米であり ，ジルト岩，斎Ill砂質シルト

岩．，シル ト賀細砂岩および細粒砂岩を主とし中一粗粒砂岩を伴 う。下限には局部的に薄

し礫岩が登逹する。本暦は岩相によつて更に下位から a C下限に局部的な礫岩池暦をも

つ中一細粒砂岩） ・bGill粒砂岩， ジル ト質細砂岩ないし澗砂質シル ト岩またはシル ト

岩） ・C Cジルト岩）およびct C粗―細粒砂岩）にl甑分される。 すなわち a• bおよび
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dは粗粒であり Cは細粒である。泥灰岩幽塊は稀に含まれるが局部的には普通に含まれ

ることがある。化石は未翌見である。

下歌志内川では，下限に厚さ約 0.3米の礫岩があり ，奈江川における下限の礫岩は約

0.15米の厚さを有する。化石としては奈井江川 LOC.229から In oceramus schmidヽL

MICHAEL を蛮出する。

〔4〕封比及び年代

東冥のHmからH四まで，西糞の Hw1からHwaまでの岩相による 3分は両翼の各々が

それぞれに剪比され，（第3表参照）そのうちH1は上部蝦夷同群との漸移暦で雨英とも

場所によつて欠除することがあるので，H,及びH式においては“堆稜小輪廻”が東翼で

は4つ認められるのに反して西翼では 3つ認められる。この“堆稜小輪廻”と岩栢的階

序置分との関係を述ぺると東翼ではHE2は第 l小輪廻，HE3a-c は第 2小輪廻， Hm  

d-eは第3小綸廻， Hi,:,t -g は第 4 小綸廻に院し，他方西翼ではHw~は第 l小輪廻，Hw3

a-cは第 2小輪廻， Hwaaは第3小輪廻に圏する。 （第3表，附圏III参照）

なおヘトナイ地方の函淵府群17)にも恭底層（または漸移暦） III—lVa を除くと IVa,

IVb, IVc-d及びIVcis)の4つの“堆稜小輪廻"がみとめられる。そこで本圏幅地にお

ける東西雨斑の函淵層群とヘトナイ地方の后滉雑羊とを“堆積小輪廻”および岩相によつ

て到比するとH」,3cl fま深牛砂岩(IVclに， HE3fはサヌシベ砂岩(lVe)にあたる。“

次に本暦群の年代について述べる。 HEJ fま In.oceramus orier: talis を産出し，

J. orientalisしま浦河世末亜期からヘトナイ世古期に産出するが，HEJiま岩相的暦序から

ヘトナイ地方のIII—IV平到比されかつ後者の年代は浦河世末亜期である。従つて HEJ

は I.oriental is帯でありえの年代もまた浦河世末亜期であろう。 H認および HEafま年

代決定に有効な化石を産出しないために両者の年代は不明である。しかしヘトナイ地方

では深牛砂岩およびサヌシベ砂岩の年代はいづれもヘトナイ世新期であるので H五3d-g 

の年代もまた略ヘトナイ 世新期であろう 。“堆積小輪廻"および岩相によつてHi,:2fまIV;

に，HE3it-C はIVbに到比され，かつIVaの年代はヘトナイ世古期であり， IVbのそれ

はヘトナイ世新期である。従つてH丘2の年代は略々ヘトナイ世古期であり，Hi,:3の年代

17) 松本迩郎 1942による。

18) ヘト ナイ地方ではIVeCサヌシベ砂岩）は餓除する。
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は略々ヘトナイ 世新期であろうと推定される。競密には Hi,:』およひ:HE3は年代決定に有

効な化石を産出しないために雨者における“堆積小綸廻"がヘトナイ地方のそれと全 く

同時に行われた とは断言できないので，上記の年代論は推定に過ぎない。 また東翼の本

暦群中には凝灰岩が 3暦挟在し，これらの凝灰岩は必ずしも同一地暦（例えば HE3R等

のような細分府）中に挟在しない （附圏III~照）。凝灰岩は時間面を表わすから H四お

よびHE3における各細分暦は必ずし も同時代のもので（まない。 HE3の年代を全部ヘトナ

イ世新期であると考えた場合， H四に挟在する凝灰岩と同暦準のものがH図 にも挟在す

るのでH認 のその部分の年代はヘトナイ批新期となる。それと同様にH四の年代を全部

ヘトナイ世古期であると考えた場合HE3の一部 （その凝灰岩を挟む部分）の年代はヘト

ナイ世古期と なる。従つてH臣 の年代は主としてヘトナイ世古期であり他方HE3のそれ

は主としてヘトナイ1止新期であるとする方が妥営である（第4表参照）。

西翼ではHmおよびH,nft In oceramus orientalisを， Hws下部は lnoceramus 

schmidti を産出する。この雨種はヘトナイ1せ古期に共存するとされている。 このこと

と‘’堆積小輪廻”との腿係からH、口は J.orientalis楷， H,nおよび Hw3下部は

J. schm.idti帯であり ，それらの年代はそれぞれ浦河世末亜期およびヘトナイ世古期で

あり ，またH叩は大部分ヘトナイ批新期と なる（第4表参照）c

5. 地質措造

〔1〕概説

本圏幅地の白型系の梱造は大局的にみるとその被覆地居の古第三系石狩魁群の描造と

平行的であり ，白巫系は石狩階群と共に新第三系川端裔群堆稼後，すなわち鮮新世頃の

造構造運動を蒙つている。白巫系I・まl複杵斜および l複向斜梱造をつくり ，いづれもそ

の軸は北方に向つで沈下する。複背斜梱造は本岡幅地の中部および西部の版般な地域を

占め，いわゆる空知背斜にあたり，他方複向斜梱造は本岡幅地の東部にあつて，いわゆ

る芦別向斜にあたりその西翼は主としてサキペンペツ川流域を占め，東麓は主に野花南

JI! 流域を占める。なお複向斜軸はサキベンベツ川上流附近を走る。

空知背斜に分布する白墜系を梱成する地階のうち，細粒堆積岩から成る中部眠夷層群

主部，上部蝦夷層群雨者は粗粒堆稜岩から成る三笠亜階群及び函淵層群に比べて造梱造
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運動を蒙り易いために前 2者には後 2者に比べて摺曲および地階の走向に略々平行な

勅暦がよく登達する。従つてこの白聾系は全控と して大規墜な不邸 和 摺曲を行つてい

る。

白巫系の地賀栂造については便宜上空知背斜および野花南川流域に分けて記述する19)0 

〔2〕 空 知 背 斜

空知背斜は非到稲背斜の形態を示す。背斜軸は壁なる 1本の背斜軸ではなくて幾つか

のt習曲軸の集合からなり ，かつ地暦の走向に略々平行な覇暦を伴 う。地暦の傾斜は軸部

に近い程 （下位の地層程）一般に急となるのに反 して邊緑部に近い程（上位の地暦程）

一般に緩やかとなる。

東西雨翼は可成り異なつた栂造形態を示す。すなわち東蕊は西斑に比ぺて一般に地層

の傾斜が緩やかであり所々極めて緩やかな抑揚箪斜構造もみられるが，それに反して西

蕊では地府の傾斜が一般に急な場合が東英に比べて比較的に多い。 また東蕊ではt習曲

軸~O)が比較的長く，かつ空知背斜の主軸に略々平行な勅階が登達して地府の欠除または

繰返しがみとめられるが，西斑では1習曲軸は比較的短 くド ームおよびベ ーズンに近い構

造が登達し，また空知背斜の主軸に斜交する北西―南東方向の断階が多い。このように

東雨西翼の栂造が著しく異なることは造構造運動を起した横黙力の見掛上の方向に由束

するのであろう 21)。

空知背斜の栂造については軸部・東翼および西斑に分けて記述する。

(1) 翠闘 音B

軸部は大部分中部蝦夷府群主部によつて占められる力も複背斜軸が北方に向つて沈下

19) サキペンペツ川流域は主として複向斜の西焚にあたるが，これはまた空知背斜の

束翼にも あたるので，ここではサキペンペ ツ川流域を空知背斜束焚に含める。

20) ここにいう籾曲と！ま空知背斜を形成するような大規摸ro僭曲に随伴して行われる

副次的の摺曲を意味する。
21) 以上のよう に東西雨焚CD構造が怒しく異なることの原因には,・造描造迎動を起し

た横廊力の見掛上CD方向，雨痰における白亜系の層駆，岩相，および被寝地暦（川端

貯群より下位の第三系）の屑厚，岩相等における差異が考えられるが，そのうち最も

大きな原因は横廊力の見掛上の方向であるう 。 さて空知背斜およびそれに伴う描造の
方向（な大局的にみると略々南北に近いので，この地域の 白聖系は冴［西方向の横廊力を

受けたと考えられる。しか し西焚では東焚に比べて南北方向の樅廊力をもより多く蒙
つた。このこと については後述する。なお一般には空知背斜およびそれに伴 う構造の
形成には東方および南東方から樅廊力が加つたとさ れている。
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するために北部では上位の地暦が順次に，すなわち南から北に向つて三笠亜陪群，上部・

蝦夷裔群下部および同暦群上部が順次に軸部に現出する。 一般に軸部の西側の部分は地

府の傾斜が急であり普通 70° 内外またはそれ以上であり ，かつ韓倒すること も多いのに

反して，東側の部分は前者に比べて地層の傾斜はより緩やかであ り普通60°以下である ，

がまた所々韓倒する こと もある。軸部には複背斜軸の方向に少なく とも2背斜および I

向斜， その外に局部的な摺曲もあり ，摺曲軸は断暦に移化することがある。また地府の

走向あるいは摺曲軸の方向に略々平行な糊層を多く伴う 。これらの傾向は特に中部蝦夷

暦群主部が分布する軸部において著しい。

炭山川上流には2背斜および 1向斜があるが,2背斜のうち東方の背斜は北方に向つ

て沈下し消滅する汎西方の背斜はむしろ複背斜の主背斜軸をなすものである。また福

曲軸の方向に略々平行な断貯があるが，ここでは地層が欠除され附近の地階の傾斜は一

般よりも急となり ，かつ厚さ約 5米の擾筏L帯がみとめられる。

邊毛山以南においては 2背斜および l向斜が存在する。そのうち 2背斜の軸部に露出

する地層を東西方向の断面において比較すると次の通りとなる。

東西方 向 の断面 背斜軸部西側 背斜軸部東側

下歌志内川一八月澤右股澤 Mw3(M叫 Mm 

八月澤上流 MEt M即

幌子芦別川上流 MEJ ME3 

美唄川―幌子芦別川奥幌子涸 Mw← - Mws M四 (M吋ーMi,;1(Mw砂

奔別川一視子芦別）II奔別澤 Mw1 Mm(Mw3) 

上掲の表から軸部の西側に露出する地摺は軸部の東側に分布する地暦よりも下位であ

ることがわかる。そして地形の裔度による軸部の侵蝕墨を考慮すると同一高度の場合に

も軸部の西側の地暦は軸部の東側の地府よりも下位である。従つて西側の背斜軸は主背

斜軸である。

向斜は八月澤上流にみられ，そこにはM云;が分布する。地層の走向に略々平行な断暦

が邸ぶ存在し，そのう八月澤上流に 2本の断暦があるが，それらは合して 1本となつて

幌子芦別川上流に延びる。 2本の断暦の各々の東側が西側に比ぺて本語甘的に落下 する

が，それらのうち西側の糊暦は断府の西側の地暦が可成 りの幅にわたつて韓倒するので
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逆断暦であろう 。なお美唄川上流ではMw,が小背斜をな し， その東側に剃庖があるが削

暦の雨側の地階は部分的に可成りの幅にわたつて輯倒する。

(2) 東 翼

南方程福曲および勅階がよく翌逹し，摺曲軸は断府に移化することがある。断府には

次の 5つの型式がある。

(l) 摺曲22)に伴つて生じ摺曲軸あるいは地階の走向に略々平行な見掛上黙縮性の断層

(2) 主として地暦の見掛上の垂浦轄位を伴い前者と略々同じ方向をとる見掛上展張性

の断暦

(3) 主として地麿の見掛上の垂直！・闊位を伴うが前 2者とは斜交して略々北東ー南西ま

たは北西一南東方向をとる見掛上展張性の断階

(4) 主として地暦の見掛上の水平屈曲に伴つて生じ北西西一南東東方向をとる見掛上

展張性の勘階

(5) 主として地暦の見掛上の側方蒻i立を伴い北西―南東または東西方向をとる見掛上

展張性の断府

以上のうぢ (1)は小規摸な断暦であり ，これによる地暦の緑返し及び欠除は僅かであ

る。 (2)は東糞において最も卓越する断暦であり，地貯の繰返 しまたは欠除を生ずる。 (3)

は複向斜部に装逹に装逹する。 (5)は西英に額著に翌逹する同系統の断裔と密接な腿係が

あり ，(4)もまた西瓦の同宗統の断暦に腿係があるようである。

東翼は謂造上 9 番ノ澤岳屈曲音似月見澤怨曲幣，幌子芦別川地塊，芦別川地荊帯及び

サキベンベツ川地塊 Cいづれも椴稲）の 5桐造躁元に置分され，各頚元は互いに異なつ
ぺんけ

た稲造上の特徴をもつ。 そしてこれらの草元を界する霊要な断府には過毛山北断溶•幌

子芦別川糊M・月見澤断階 ・ニ股山断暦及び多問岳西断暦meいづれも恨稲）がある。

次にこれらの断暦について述ぺる。

邊毛山北断層 ：西糞における北四糊階の延長であり北西西―南東東方向をとる(4)型

式の糊府である。断暦の北側が相到的に落下する。またこの断暦によつて東霙の三笠亜

暦群の分布が著しくずれる。

幌千芦別川断暦 ：西哭における北西—南東方向の空知断暦またはその分岐 したもの

22) ここにいう料曲は 20) における柑曲と 同じ意味である。

23) 恨稲断陪については白聖系踏査囮iを参照せよ 。以下これに準ずる 。
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の延長であり，北四店ー南東東方向をとそ(5)型式の脚恩である。この断摺は東方では断

階の北東側，西方では南西側が相到的に落下する蝶番断陪である。すなわち幌千芦別川

中洗では北東側のM.E:iと南西側のU駆とを界し三笠亜I笞群の分布は著しくずれる。同川

下流附近の北に向う技涵ではこの断暦の南側の U邸ま断暦に近い約50-60米の間にわた

つて一）役走向から著しく偏椅して冊各々東西の走向をとり，かつほとんど直立し断陪の所

に梃裔l帯がみられる。

なお同川下流ではこの断暦を界として北東側のUE6-7と南西側の U四とが接しUE1の

走向は約 100米の幅にわたつて東西方向に近くなる。

月見澤断贈： 地暦の走向または塔曲軸の方向に略々平行であり，八月濶中流から幌

子芦別川々口西方に延びる(2)型式の断暦である。この断暦は前述の視子芦別川断暦の北

側を走り そ代 と同系統の略々東西方向の断恩に切られて東方にずれるが，後者の断層以

北の うち北部では月見澤断暦の東側が祖到的に落下し断暦以南では西側が落下する。す

なわち本断暦は蝶番断階である。八月澤中流では東側のU邸と西側のU函とを界として

地暦の欠除が行われ断暦附近では地隊が極磁する。月見澤ではU阻中を通り東側の U釦

最上部と西側のUEl下部とが接して地暦の欠除がみられ，なお断暦附近では地暦の傾斜

が急となり多少擾痴してしる。幌子芦別川下流では東側のUE-1と西側のU函とが接して

柑啜が繰返して現出する。

二股山断暦： 月見澤下流から二股山西方に至る略々南北方向をとる(2)型式の断暦で

ある。そしてこの断同の東側が祖剪的に落下する。すなわち月見澤下流では断暦附近に約

10米の艇尚l帯がみとめられ，かつ地摺は急傾斜ない しi直立し東側のViり最上部と西側の

UEs上部とが接して地暦が欠除する。芦別川では乗側のU閲と西側のU園 とが接して地

暦が欠除し，かつU砒は断層附近においてt憂伐lされ傾斜が急となる。なお南隣岡幅「幾

春別」の惣頓興布川下流ではこ の斯府を界と して東側のUEaと西側のUmとが接する。

多問岳西断階 ： サキペンペツ川々口附近から多開岳西方を通る略々南北方向の(2)剪

式の断暦である。そしてこの断暦の西側が相到的に落下する。サキペンペツ川々口附近

では東側のUmoと西側のHE3とを界しVEwは断暦附近で擾防lされている。

次に前述の 5構造鼠元について述べる。

番 J澤岳屈曲部 ：地走の走向は炭山川では一投に南北ないし北10°西方向であるが9番

J 澤では可成り方向を轄じて北40—45°西（略々 北西―南東）方向となる。 然しこの傾向

』
●
●
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は南に行くにつれて次第にもとの方向に近づき八月 澤では略々北 10—20° 西の方向をと

る。このように番 J澤岳附近において地暦の走向の著しい菱化すなわち地暦の著しし見

掛上の水平屈曲がみられる。そしてこの水平屈曲に伴つて生じた断暦 ((4)型式の断暦）

として北側に番 ノ澤断層及び邊毛山北断暦の北方約 2,000米の所を通る北西西一南東東

方向の断暦があり（この雨断府は相速なるものかも しれない）， また南側には邊毛山北

糊層がある。

月見澤摺曲帯 ： 西限は月見澤劉暦，東限は二股山断暦である。ここには 1背斜およ

ひ:1向斜が存在し，月見層の分布状態は複維となる。そのうち背斜fま八月澤北方におい

て沈下し向斜もまた北方に向つて沈下するが月見澤北方では断層に移化し更にこの勘

層は八月澤に延びる。この断暦は八月澤では 2本の断層によつて示され，いづれも断階

の西側が相紺的に落下して地暦が繰返して現出する。芦別川では略々月見涵断階に沿う

向斜軸が存在し，主として向斜の東糞が分布するが西糞は月見澤断層のために大部分欠

除すろ。また地層の走向に比較的平行な北西一南東方向をとる見掛上展張性の断階があ

り，その西側が相到的に落下して地裔が欠除され，なおこの断暦に沿うて地暦が擾乱す

る。

幌千芦別川地塊： 北限の撓子芦別川断暦•南限の東西方向に近い断暦邸）・東限の月

見澤勁層および西限の幌子芦別川における最西の北北西一南南東方向の見掛上展張性の

糊暦によつて園まれた部分である。そのうち西限の断暦には悛悦l帯が存在し勘暦の東側

が相紺的に落下するが，むしろ遊劉暦の性質を帯びて地陪が欠除される。この地塊中に

は更に 2本の北北西一南南東方向をとり主として地府の見掛上の垂直轄位を伴う展張性

の灼i暦があり ，いづれも西側が相製的に落下して地暦が繰返し現出する。またその外に

北東一南西方向の見掛上炭張性の斯貯もある。

芦別川地溝帯 ：西限は芦別川断~ . 東限は多聞岳勘暦である。 ・1前者の糊層の東側は

西側に到して相均的に落下し後者の筋暦の西側は東側に詞して相均的に落下するので，

この雨断暦に挟まれた部分は地澗となそ。この部分に分布する地暦は大部分上部蝦夷陪

群上部であつて，芦別川においては地府の傾斜は一殺に緩く 20— 1 0° 内外で所々綾やか

な抑揚鼠斜構造が翌逹する。また地暦は小さい振福をもつてf習曲し，かつ1習曲に伴つて

2釘 南隣醐幅「幾春別」における吉田尚• 前ljl戸i言和雨者の調査による。
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生じた地層の走向または摺曲軸tこ略々平行な断層((り型式の断層）を幾く つか伴う。これ

らの断階の雨側のう ち地階の傾斜方向の側が相劉的に落下する。なお最南部には地麿の

走向またしま摺曲軸と可成 り斜交する北東ー南西方向の見掛上展張性の断層があり ，北西

側の上部蝦夷展群上部と南東側の同府群下部とを界し北西側が相劉的に落下する。この

断暦は後述のサキペンペツ川地塊における北東一南西方向の削層の延長である。この地

茄幣は元束東麓における著しい摺曲幣であり ，かつt習曲と共に生じた断府を伴つたが，

その後東翼における 2本の見掛上最も後生の南北方向をとる勘暦 （多聞岳糊層およびニ

股山覇暦）によつて外側に到して相劉的に落下して地洞となつたのである。

サキペ ンペツ川地塊 ：複向斜部を占め，西限は多聞岳断暦，東限は野花南断府の延

長， 北限はサキペ ンベツ断層群 Cf股栂）のうちの最北の糊暦，南限は南斜岡幅「幾春別」

の惣顔館布川附近を通る略東西方向の糊層25)である。サキペンペツ断階群とは北北西―

南南東方向から南方では北西西―南東東方向に移る(3)型式に院する 2 ~ 3 本の勘際のこ

とであり，その北方の延長は石狩階群中を通る。本捌恩群に座する断暦の北側はいづれ

も相劉的に落下する。すなわち階段的に北方に向つて落下する。この糊層群は更に 2本

の見掛上後生の北東ー南西方向をとる断暦 ((3)型式の側暦）によつて切られ糊府の西側

は相到的に南方にすれ，かつ西方に向つて躇段的に相到的に落下する。従つてサキペン

ペツ川地塊では見掛上展張性のサキペンペツ捌暦群と北東一南西方向の断府群によつて

多敷の小地塊に勤裂し，地塊運動の結果各小地塊は北方および西方に向つて階段的に相

到的に落下した。なおこの地塊の西部に向斜軸がある力ぶこれは複向斜の主向斜軸にあ

たる。

(3) 西 英

空知背斜に哲して副次的な摺曲が登達し， 副次的背斜部および向斜部が略々南北方向

に醗列する。更に小規模の摺曲が背斜部に翌逹するが向斜部には翌逹しない。なおこれ

らの背斜部及び向斜部の主軸の方向は一般に北西―南東である。背斜部では地府の傾斜

は一般に緩やかであ り40度以下が普通であり ，かつ ドームまたはベーズンに近い構造が

登逹するが，向斜部では前者に比較して一殺に傾斜はより急であり， 45度以上が普通で

あるが60度以上となるこ とが多い。

25) 吉田尚・ 帥戸信和雨者の調査による。
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糊暦には次のような型式のものがある。

(I) 僭曲に伴つて生じ摺曲紬または地府の走向に略々平行な見掛上歴縮性の勅階

(2) 主として地階の見掛上の垂直斡位を伴い地府の走向に略々平行な見掛上展張性の

糊層

(3) 主として地暦の見掛上の垂咆翰位を伴い一般に地貯の走向あるいは摺曲軸に斜交

する見掛上展張性の勘暦

(4) 推し被せ韓位を伴 う糊府すなわち廊上酌層

以上のうぢ (1)および(2/ま一殺に地府の僅かな喚返しまたは欠除を生ずる比較的小規

模の断暦であるが，前者は背斜部に後者は一殺に向斜部に登逹する。(3)に（ま北西―南東方

向をとるもの~6) とさうでないものとがあるが，そのうち前者は西翼における瑕も特激

的な断府であり西翼全濶こわたつて期著に登逹する。この北西一南東方向の勅府系は一

般に空知背斜軸部に近づくにつれて，また南方に行く程次第に北西西―南東東方向に近

づいてくる。 北西一南東方向の断階が南方では東西方向に近くなる傾向は東翼の南部の

場合にもみとめられる（例えば幌千芦別川断陪及びその北の側略々東西方向の脚暦）27) 

(4)iま稀にみられるものである。

西深は構造的に北から眺志内向斜部・下歌志内川背斜部・奈江川向斜部 ・奈井江川一

美唄川背斜部及び奔別）lj西向斜部 （いづれも恨稲）の 5構造鼠元にl配分され，各雖元は

26) この北西ー南東方向の断雁系は従末水平移割Jの大きい蘭雁とされてきた。しかし

これらの断府のう豆地府の見掛上大きい水平的ずれを生じている断暦はいづれも背

斜部と向斜部との界にあたる。すなわちこれらの断屈によつて背斜部における脊斜ま

たは向斜描造（な切斯され，そ CD片哀が消失しているので，地府の見掛上水平的ずれが

大きくなっているようにみえるが，これは断暦による主として地府の水平移卵Jによる

と考えるよりは主として垂直運肘jによると考えてもよい。また地階の水平移動がかな

り行われた揚合には，東粟の幌子芦別川断府についてみられるように地府の走向が斯

歴附近において断岡,D走向に略々平行となることが多いであるう。しかしこの北西一

南東方向の断雁の易合にかかることがみられない。以上によつてこれらの断府系は地

歴:o見掛上の水平移即jよりも行しる垂班迦削Jを伴つたと考えてもよい易合が多いであ
ろう。

27) 以上t'Dように西粟において略々南北方向に兜列する脊斜部および向斜部(0主軸の

方向が一般に北西ー南束であり，ネ問曲軸が短縮されてド ームまたはベ ーズンに近い構

造が疲逹し，かつ空知脊斜の方向にかなり斜交する多数の北西一南東方向の断屈群が

顔箸に疲迷し，しかもこの種の断階の走向が南方程東西方向に近 くなるので，雨哀は

主として東西方向の胆縮運動を朕つたが，しかも西哀は東焚よりも南北方向の脈縮渾
動をより多く蒙り ，かつ南部程南北方向の屈縮運動が著しかつたと推察される。
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互いに異なつた梱造的特徹を もつ。これらの箪元を界する霊要な糊暦には北から邊毛山

糊暦（イ蔚栂）・ 奈江衝上断暦・美唄山西筋暦 (1財記及び南水糊層があり ，これらの断貯

はすべて(3)型式の糊層である!8)0

次にこれらの断府について述ぺる。

辿毛山剃暦 ：遥毛山を通り北西—南東方向に走る勒暦であり ，遥毛山北断暦と共に

北四劉層の延長またはそれの分岐した ものであり，かつ籾i暦の南側が栢到的に落下する。

奈江徊上勤層： 御料山の南方から奈江川上流東部を通り北西一南東方向をとる。

美唄山西断Jlrr-: 奈江川から奈井江川を通り美唄山南西に至る北西一南東方向をと

り，宅知断暦の分岐した ものであつて， 籾i府の南側が相剪的に落下する。

河水糊陪： 美唄川上流を通つて北西西一南東東方向に走る勤暦であり，その南側が

相剪的に落下する。美唄川 （西隣岡幅「砂川」）において走向北 60° 西，傾斜北へ 50°

の逆糊暦がみられ，そこでは函淵貯群0)1ふmが石狩暦群登）II灰炭階の炭質頁岩の上に術

き上げ，その界に厚さ約50糎の勘暦粘土が存在する。

次に前述の1蛋分された 5梢澁箪元について述ぺる。

歌志内向斜部： 南限は邊毛山断暦であい地暦の傾斜は一般に急であり西へ 60° 内

外またはそれ以上が普通である。 北西—南東，北西西一南東東または北北東一南南西方

向の断暦が登逹する。これらの(3)型式の断裔のほかに'(2)型式の断暦もあつて地暦が緑

返して現出する。

下歌志内川背斜部： 北限は辺毛山断暦，南限は奈江栂上勘暦である。この背斜部

は砂JII断層によつて 2つの部分に置分される。この砂川断居は石狩暦群分布地域内では

北北西—南南東方向をとるが白嚢系分布地域内に入ると北西一南東方向に韓じ，更に八

月澤上流にまで延びるようである。西翌では蝶番断摺であるが八月澤上流では逆断層と

なり，そこでは走向北40° 西，逗斜東へ 60°' 厚さ約 5米0述雑)l稗がみられる。また下

歌志内川水源地澤の西向きの技澤ではこの断層の所に北 30° 西の方向と南へ 70° の傾斜

をもつ擾邸幣があり， そこでは東側のU,nと西側のUw1とが接する。この背斜部のうち

砂川断層北側の部分では上部蛾夷磨群は振幅が小さく，かつ短軸の福曲をなし，その上

28) これらの断貯の うち，奈江街上販府は少なくと も(4)型式の斯府であるが，また(3)

型式の断陪と同じ性質を もち，この断屈によつて地屈が見掛上垂直轄位を行つたと考

えられる部分もあろう。
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(I)型式の断暦あるいは扱岱l帯を伴 う。南側の部分も北側程ではないが矢張 り福曲しその

軸は南方に沈下する。その軸部には三笠亜層群が分布する。

奈江川向斜部： 北限は奈江棚上断暦，南限は美唄山西断暦である。(2)型式の断府によ

つて地暦の繰返 しが行われ，これらの断暦を切る北西―南東方向の捌府群および東西方

向の勤層が登逹し， そのうち北西＿南東方向の勤摺では南西側が相劉的に落下する。

奈奈井江川一美唄川背斜部 ：北限は美唄山西糊層，南限は涸水断貯である。地暦は

短軸摺曲を行い， そのために ドームおよびペ ーズンに近い梱造が哀逹して地暦の分布朕

態は複維と なる。すなわち本径曲部の北部においては l背斜および ！向斜が存在する。

前者は ドーム網造をなすが，その南部は狐澤罰暦に切られるために衷出しない。向斜は

北方に向つて沈下するが，その南部は元来ベ ーズン構造をなすが晩成澤断陪に切られて

消浚する。この背斜部の南部においては東側にベ ーズン梱造，西側に ドーム構造が不明

瞭に哀逹し， そのうち前者は前述の向斜に述なるものであり，度断恩は部分的にはこの

ドーム梱造の軸部に沿 うて成生されたものである。従つてこの背斜部の中部にはベ ーズ

ン＇構造が翌逹することになる。また北部における略々北西―南東方向の異人 ・狐澤 ・晩

威澤諸糊階および空知糊庖の延長ないし分岐した勘層によつて切 られた各地塊は鼈段的

に南西方向へ相到的に蕗下する力も 南部における略々同方向の境籾府およびその南西側

の断層によつて切られた各地塊は階段的に北東方向へ栢到的に落下する。要するにこの

背斜部は略々北西一南東方向の見掛上展張性の糊府群に切 られて幾つかの地塊群に糊裂

し，各地塊は中部におけるベ ーズン構造の略々底部に向つて陪段的に相到的に落下する。

奔別川西向斜部 ：北限は附水断暦である。地府の傾斜は一般に急であり西へ 60° 以

上である。函淵府群 と石狩暦群 との界は断階であり，三ノ澤において厚さ約 1.5米の断

階破辟幣がみとめられ，その走向は略々南北僅かに東へ1扁椅し傾斜は西であるが殆んど

垂直に近い。従つて ここでは正協暦であり Hw2の上部およびHw3が欠除する。この糊階

を切る北西―南東方向の箇階群があるが，そのうち茶志内断暦 （石狩暦群分布地域内で

は北落ちの正靭暦である）はその南側が相到的に落下するために蝶番断摺である。
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〔3〕 野花南 川流域

西限は営地域の中部蝦夷層群と西側の第三系とを界する野花南削暦である。丸山南方

を通る北西西一南東東方向の断層によつて北部と南部と にl歴分される。そのう ち北部の

中部蝦夷暦群主部では1習曲， 唱曲軸の方向に略々平行な糊階及びt習曲と前記の断層を切

る略々東西方向の靭i階が登逹するが， 南部では北部に比べて梱造は簡賠であり 1背斜と

略々南北方向の糊階を伴い，またこれらよりも見掛上後生と思われる東西に近い方向の

断裔が存在する。 なお野花南糊暦は上記の摺曲構造 ・摺曲軸に略々平行な糊陪及びこれ

らを切る東西に近い方向の糊暦（例えば丸山南方を通る断階）を切る見掛上後生の糊摺

である。

以上の白班系における地質梱造の諸形態は略々同時に相前後して成生されたのである

ヵもそれらの成生順字の見掛上古いものから記すと次の通 りとなる。

(l) 東西方向の座縮運動 （見掛J::東方から横歴力が加つた）に よつて南北方向の非到

稲複背斜梢造（空知背斜）および複向斜栂造 （芦別向斜にあたる）が形成され，同時に

j輝 0)走向または1習曲軸に略々平行な見掛上黙縮性および展張性の断暦が成生した。 ま

た窄知背斜西英においては南北方向の謗伴的匪縮運動も行われ，それによつて北西―南

東方向の主軸をもつ副次的背斜部および向斜部とが形成された。

(2) 空知背斜（芦別向斜西斑をも含む）においては見掛上展張性の断摺（地暦の走向

または福曲軸の方向に略々平行な方向あるいは斜交する方向をとる）が成生し，一般に

地層の垂瞳轄位9 時には側方韓位および押し被せ轄位が行われた。その結果空知背斜は

幾つかの梢造鼠元に分化した。
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IV, 古 第 三 系

本圏揺内に分布する古第三系は下位の石狩暦群と上位の幌内暦である。

石狩暦群は主として淡水成の地府で，瀕悔成の地暦を挟有する。幌内暦はまつた＜海

成の堆積物で，石狩階群に甜して見掛上その上位に霞なつている。最近矢部長克は幌内

腎 ）は石狩裔群の堆積期における海成階であろうと豫言した。すなわち石狩溶群中に挟

有されている海成暦は，幌内暦を堆稜させた海の分布が｝廣がつて石狩府群の分布地域に

まで侵入して堆稜したものであろうと述ぺ，若鍋府と幌内階の化石の共通性について強

罰 している。このように隈い意未での堆積相として考慮する場合の幌内府は，石狩府群

堆稜期全般における股城にわたる地質資料の考慮を必要とする。ここでは圏幅内だけに

分布して石狩層群上に見掛上不整合にのる狭義の幌内暦として取扱うこととする。

1. 石狩層群

石狩暦群の暦序は今井半次郎によつてはじめてうちたてられたが， 近年北海道炭瑚技

循會地賀部會が中心となつて今井の地暦名のうち化石名をつけて呼んだものを地名を附

した地陪名に改めた。また田代修ーはその近著？）の中で，2,3の地暦名については再び

化石名だけを附したもので呼んでいる（第 8表参照）。今井の地階匪分についてもつと

も誤論の中心となつたものは幾春別灰炭府の名稲についてであつた。 北海道炭梱技術會

が主整となつて決めた地暦名によると幾春別灰炭暦を羊歯砂岩暦の同時異相とみな

し，幾春別以南のものには幾春別府なる名揺を呉えまた空知地l屈のものを高根灰炭暦

と呼んだ。しかるに田代は幾春別貯なる地恩は芦別府と上部介殻府ならびに羊曲同の一

部を表わすものであるとして，幾春別暦の名稲を抹殺している。田代は幾春別暦を芦別

暦や上部介殻層をも含む地層と した根披として，(1)幾春別階中の一部の岩相が芦別暦の

それに近似している黙,12) Sequoia, Taxodium, Equisternなどの植物化石を介在する

嬰， (3)淡水腿の化石を含んでいる黙'(4)幾春別暦が幌内陪によつて見かけ上平行不整合

に裂われる貼などをあげている。しかし田代も述ぺているように幾春別灰炭層中には

ほぽ 4暦準に凝灰質の地暦が存在し よい鍵階となつている。もしこの凝灰質岩の暦準が

l)文献29 2)文献28
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地質慇的時間の尺度となりうるものとすれば，空9ir地匿o.::他の地域に存在する芦別層と

到比することは困難で，むしろ羊曲砂岩暦と呼ぷ排層により述紹尉併があるものと思わ

れる 。芦月I•町の襦根炭檄附近では， 赤平含イt石摺と平岸含 イt石暦と O)f:j ぽヰ間に 2 次炭

暦が存在し，三田正ーはそれぞれ稿根灰炭裔•熊ノ涵灰炭暦と命名した。後者は三井芦

別鋭業所において骰拡次炭腎と呼ばれるもので，前者は炭止JI仰近ては砂岩を主腟とす

る地暦にうつり婆つているものと思われる。今井が空保胡福の地暦を羊曲砂岩府と殺春

別灰炭暦とに 2分したことは芦別町附近の暦序匝分にもあてはまり，逹切な ものと思わ

れる。しかし今井が地摺名に化石名だけをつけて呼んだ呉は命名規約からみて も思わし

くないので，模式地の名稲をとつたものを本岩ではf甘いた。今井が夕張灰炭暦 ・幌加別

暦ならびに登JII灰炭暦と名付けた地層名は，様式地としては地暦の猿逹が湘く不迦営で

あると して，甜志区灰炭屑紳威泥岩暦，砂川灰炭暦と呼ばれるこ ともあるが，今井の

きめた模式地による名栂の方が一般に慣用されているい命名者の創意を怠霜してその

まま用いることにした。

石狩暦群を梱成する地裔は主として中粒ないし細粒砂岩と泥岩とからなる厚い互府

で，礫岩はこ＇く限られた地暦中にわずかに介在する にすぎない。雰知炭田においては石

狩層群は全暦厚4,000n, にも逹い地暦の下限から上限にわたつて敷 10階の稼行炭層

を挟有している。稼行炭層を挟有する主なる地暦は下位から登川暦・タ張暦・茂尻灰炭

暦 • 美唄暦および芦別暦で，高根周と誤城摺中には限られた地域内で稼行可能炭階が挟

有されている。

石狩恩群の堆積相をその賦存する化石から推定する と主として淡水相を示している

が，敷庖準に瀕海成又は海成の地府が挟有されている:0 

炭田探査密談會においては石狩暦群を次の 4階 10暦にl甚分した。

1. 下階 登川階・幌加別暦・ タ張層

2. 中階 若鍋暦 ・美唄層

1. 上階 赤平暦・高根暦・頼城暦1)

も最上陪 平岸暦・ 芦別階

l) 頼城府を上階と最上階のいずれに饒させるべきかについては未解決の貼が多いが，

この岡網では岩相上高根府により近似していることから上階に屡させた。
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第8表 石 狩 層 群 地 陪 名 一 廃表

1--
本岡幅 で

(1924-ー1925) I (1948) , c1951) 佐々保雄

1 の 逼 分 1今 井半次郎北海道炭鏃技術會！田 代 修 一
橋本互
根本忠既

I I I殻芦別 暦芦別灰炭陪芦別灰炭陪 ！芦別灰炭階 : I芦別窓 I
上 —---1 ----,-------:  上 1・.
階平岸府上部蜆貝化 石 溶 平 岸 含 化 石 暦 ！上部介殻府 • 平岸庖

,-------一--上頓 城暦 ，幾春別灰炭暦

,- I 幾春別暦
高根庖羊歯砂岩暦高根灰炭層羊 歯 府 I

I I i --― 階：一――階赤 平階下部蜆貝化石暦赤平含化石階下部介殻層 ! I赤 平 暦 1

i中 ＇ 美唄陪美唄灰炭暦 1美唄灰炭層美唄灰炭 摺 ！中美 唄 暦
I I— -—- I , I 

-・ セ芸鍋含
色 化石層 i若鍋頁岩層 ＇ 若鍋含 化 石層
鍋—―-

陪暦茂 尻
若網層 I I若 鍋 府 I

i茂尻灰炭暦 1 屑 i I l 灰炭暦 l • —-- -
下l夕張府夕張灰炭暦 1帥威灰炭暦 i夕張灰炭暦 l下 l夕張府

―. --- -

I 巳 竺竺＇幌加別頁岩陪 I竺竺巴疇i幌加別暦 1幌加別暦

階 夏 川 府 i登 川 灰炭暦砂 川 灰炭暦登 川 灰炭暦階登川府

この橿分は堆積の輪廻によつてわけたもので， 各階に勝する地暦は堆稼相を考慮して

4つの階に分けている。

以下各階ごとに地階の層序• 岩相ならびに分布について述べる。

[ 1〕 下階

この陛に屍する地暦は登JII府・幌加別暦お よび夕張階で，淡水棲の介化石や植物化石

を包蔽し・ 炭暦を挟有している。これらの地恩は模式地である夕張地慨の登JII・タ張附

近よりもむしろ宅知地幅においてよく翌逹し，最大暦厚 l,OOOm逹している。（附圏1V

冬照） ． 

この岡幅では空知背斜の東西雨認にこれらの地層が分布する。東認は地陪の傾斜が急

な上，雖斜桐造であるため，圏幅の中央部を占めて NW-SEに細長く分布しているにす

ぎない。これに反して西翼のものは緩傾斜で，しかも摺曲と断暦によつて扱裔Lされてい

るので．岡幅の西部を占めて股範菌に分布している。石狩層群と白堅系との腿係は本圏
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幅内では平行不整合である。ただ美唄附近では白聾系最上部の函淵暦が石狩暦群と断府

をもつて接しているため雨者の腿係がわからない。

最近須貝貰二1)らは歌志内附近において石狩層群最下位炭暦のほぽ直下にある耐火粘

土質岩（層厚約4m,耐火度 SK28士）を同陪群の却底とすべきであると提唱している。

本F昔に廃する地摺のl匝分は，夕張地匪を模式地として行われたためこのl盛分を空知地

橿にそのまま適用することがむずかしいこともあつで地暦の境界のきめ方について誂

査者相互間に必ずしも見解の一致をみていない。夕張地福においては登）Ii府と夕張陪の

中間に陪理に乏しい泥岩暦からなる幌加別層があつて，その中には Unioが多く含まれ，

炭階を挟まないために本暦をへだてて上下の雨央炭暦をl盛別する上に合理的であつた。

しかし夕張地福にあつても角田鎖以北ではこの階の地溶は次第に薄くなりついには尖峻

するのて 登川暦 ・幌加別暦・ タ張隊の 3暦に分けることが痰用的にはむづかしくな

る。空知地祗においては北部に位置する茂尻•三井芦別雨鍍附近ではこの階の中部に暦

理に乏しい暗灰色の泥岩暦があり，その中に 加 ioを含み， ．炭暦を挟んでいない。この

地階は上下の灰炭暦を匝別させ，幌加別暦に相営するものと考えられる。しかし砂川以

南においてはこの泥岩暦は次第に砂岩に富んだ互層にうつり嬰り，美唄では砂岩中にわ

ずかに幌加別暦に特有な泥岩を互暦状に挟む程度で，全陸としては砂岩に宮んだ砂岩泥

岩互層となり，上下の灰炭附と類似した岩相と なつているため，この陪の地暦を 3分す

ることがきわめて人舘的と なり，商用上はこれをl盛分する必要がほとんどなくなつてい

る。しかしながらこの階の地暦は下部と上部にそれぞれ多敷の炭暦を挟有しており， 美

唄地l盛においても中部は炭恐こ乏しくて， Unioゃ Viuiparusなどの淡水棲介化石を多

産する地裔で，従来の慣習に よつて登川府 ・幌加別層 ・タ張暦の3暦にわけることにし

た。現地の炭額で用いているl盛分をそのまま用いると幌加別階の下限は三疫美唄炭鍛

のVI恩三 井砂 川線の新VII暦神威線の I番上摺，茂尻鋸の II上暦，三井芦別線の

VI府で、上限は三菱美唄炭線の V暦，三井砂川鎖の VII下陪，茂尻鎖の I暦，三井芦

別嫉の VII暦である。（附岡lV容照）

石狩炭田全殺としてみるとき ・登川暦は空知地l塁では良好な炭府を挟有しているが，

夕張地1盛では地階の翌逹も悪<'炭陪も見るべき ものが少ない。しかるに夕張恩ま夕張

地l盛で1ま良好な炭暦を挟有するが，空知地甑ではその翌逹が悪く・ わずかに歌志内地域

!)文献33,35 



に限つて比較的よく 装逹しているにすぎない。

m 登 ）II 眉

59 

登川溶は主として砂岩か らなり砂質泥岩•泥岩および礫岩を混へ， JO 敷枚の稼行炭

貯を挟有する。砂岩は一般に中粒ないし粗粒で，灰白色を呈するものが多い。登川摺の

もつとも厚く装逹する奈井江澤上洗附近では， 下部はほとんど砂岩で代表され，上部は

暗灰色の泥岩を主と し • 最上部には堅碩な珪質の中粒砂岩を挟む。

附岡 lV に示すように登川貯は奈井江澤では 600m に逹し• これから南の美唄常盤台附

近では 400m程度で，さらに南方の峰延山地ではついに尖滅する。また奈井江澤から北

方に向つて次第に測くなり• 上砂）IIでは 500m,茂尻では 200m,炭山川では 230mと

なつている 。 宅知背斜の東側では炭山川から南に向つて次第にi賑くなり • 八月澤では

IOOm, A毎遥別では尖液する。

登川暦の下部には 1 ~2 枚の凝灰質の粘土府が挟有され，ょい鍵暦となつている。炭

府は下部には密に集つているが，上部には疎らで，良好な炭府も少ない。これらの炭府

の各稼行地において炭府の呼稲がそれぞれ異つているので，その呼び名ならびに到比を

附圏lVに示した。

(2) 幌 加別 居

本府は上述の登川暦の上に整合に霜なる地階で，主として泥質岩からなり， Unioゃ

Viviparus などの淡水楼介化石を多産し・炭暦を挟まない。空知炭田の北部に位する

茂尻•赤平附近では · 塊状無階理の暗灰色泥岩からなり• わずかに細粒砂岩階を挟む

が，砂川以南においては南部ほど次第に灰白色砂岩を互恩欣に挟むょうになり，三菱美

唄通洞附近では砂岩を主とした砂岩泥岩の互貯にうつり菱る。また空知背斜東焚の炭山

川以南では次第に府厚を減じ，その岩質も砂質になり，葉理欣に暦面のよく登逹した砂

質頁岩となるとともに瑚い炭層を挟有し• 上下の地暦との匿分が不明瞭となる。幌加別

府の厚さは 200m以下である。

(3) 夕張 層

夕張恕ま砂岩を主と い 泥 岩や泥習砂岩を挟む地階で，無敏の涸い炭暦または炭質頁

岩を挟有する。しかし稼行出来る炭府はきわめて少なく ，砂川以南においてはわずかに

1~2 暦であるが， 砂川以北の神威・歌志丙茂尻炭山川附近では 4 ~5 枚の稼行炭暦

を挟有する。夕張恩には全殺に凝灰質の地府を挟む。 砂岩は宵灰色または灰白色の中粒
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砂岩で，堅硬かつ塊状を呈することが多く 'i尼岩は暗灰色である。炭暦の上盤または下

盤となる砂岩や泥岩1ま，しばしば池暦で互暦しかつ暦面が波欣を呈して，一見美唄暦の

いわゆる縞砂岩に類似した岩相を呈する。地暦は一般に連績性にとぼしく ，炭府もまた

同様の傾向を示す。登JII暦や幌加別階に比較して植物化石を多産する。炭暦は夕張暦の

比較的上部に密梨しており，砂岩にとむ下部には少ない。

〔2〕 中 階

この階に感する地暦は若銅暦（茂尻灰炭暦を含む）と美唄暦である。下階の堆稜物が

淡水性の堆稜相を示すのに到して，この階のものは悔成または汽水沈放相を示し，こ と

に若鍋暦は空知炭田のみならず石狩炭田全域にわたつて分布する海成層で，石狩暦群堆

稜期を通じてこの時期に最大の海進を行つている。美唄暦は空知地甑の奈井江川以北に

のみ分布するが，美唄暦の中部にも汽水性相を示す化石が存在する。

夕張地1盈の若鍋暦は今井半次郎によつて若鍋頁岩暦（下位）と若絹介殻化石暦（上位）

とに 2分された。また今井は空知炭用における若鍋府には下位の若絹頁岩腎がないとの

ぺた。したし空知炭田においては若鍋暦の下部に良好な炭層を挟む地暦があり，さらに

この炭習の上位には泥岩暦が翌逹し，夕張炭田の層序と一致しない。この炭府の下位に

しま瀕海性を示す化石をともなうため，若鍋階下部の灰炭暦を茂尻灰炭層として夕張裔と

蓋別している。また歌志内以北においてはこの茂尻灰炭層の上位の泥岩層中には海腹介

化石や泥灰岩を含有するので若鍋含化石暦と呼んでいる。

若鍋亜陥に引きつづいた美唄亜陪は浅海化された時期で，空知地l甚でもつとも良好な

炭層群を挟有している。美唄府は上位の赤平層とともに空知地1盆に限つて賦存する。タ

張地濫ではこれらの地暦はみられず，若鍋府の上位に高根MC夕張地l盈では幾春別暦）

が不整合に覆つている n

このF昔の地階l屈分の境界や主要炭層の到比を附圏 ＼）に示す。

この圏巾では，若鍋陪1ま空知背斜の雨翼1こ比較的急傾斜にて分布するため，せまい礫

朕の分布を示すにすぎない。

(4) 茂尻交炭 庖

夕張灰炭層の上位には Geloina.hokkaidoe11 sisや Corbic11latok11dai (YoK)などの牛

淡半餓性の化石を甚底に産する一群の灰炭暦が存在し，これを茂尻灰炭暦と呼ぶ。茂尻灰
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暦の上位は海棲化石を産する泥岩叉は剖砂岩からなる若鍋含化石暦である。若鍋含化石

暦との地層の堺は炭層でわけているが，通常茂尻灰炭府の上か ら2番目の炭暦には白盤

か挟み，ょい婉層となつている。茂尻次炭暦がよく痰逹するのは歌志内以北であつて，

砂川以南および炭山川以南では茂尻灰炭貯最下部の海複化石を含む地暦の特徽が次第に

なくなるため，夕張暦と若鍋暦の間に茂尻灰炭階を祇別することは困難である。茂尻灰

炭暦は両白色の細粒砂岩と灰色泥岩の互府からなり， r沙岩には砂管が含まれることがあ

る。砂岩には塊状のものや板状または統状暦理を示すものがあり，夕張暦の砂岩と同様

の岩相を呈する。泥岩は一般に塊状で， i尼灰質の幽球をもつことがある。茂尻灰炭層の

暦厚は北部に厚く，赤平 ・茂尻附近でもつと もよく 翌達し， ．炭階の数も壻している。

(5) 若鍋含化石居

本層は石狩暦群中もつとも特1数のある海成層である n 空知地l盛の南部では砂管を伴う

細粒砂岩からなり，泥岩暦を挟むが， 北部に向つて次第に黒色泥岩を壻し，空知川附近

ではほとんどそれだけからな り，泥灰岩の園球をほぼその中部に含有するようになる。

暦厚はあま り菱化がなく，三菱美唄で 190m,砂川では 160m,赤平で 120m,炭山川

で80mであるが，炭山川以南では次第に薄くなる。介化石を多産する。三井芦別鎖の

資料によると次の化石がある。

Corbicula tokリdai(YOKOYAMA) 

Corbic,,la sunaりa化 aensisNt.Gl.O et CTATUi¥rn 

Corbic11la takaoi NAGAO et 0'.l'A'.l'UME 

Geloina tok •z dai NAGAO et O~ATUME 

Geloina takaoi NAGAO et 0TATUME 

Geloina hokkaidoensis NAGAO et 0'£ATUME 

咋 iparusjimboi SUZUKI et 0TATU虹

Macrocallista cfr. maturaensis NAGAO 

M. hanzaTai NMi.'.O 

Mar_qatifera perdahu,・ica (Yor;: 叫叫

Anodonta SP. 

Crassatellites ezoen.sis NAGAO et 0四 TUME

Spis•1 la simiausa,caen.sis NAGAO et 0TATU1rn 

Dentallium SP. 

Mya SP. 
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(6)美唄 居

美唄暦は石狩炭田においては空知地匿に限られて翌逹する次炭階である。半淡半禄性-

の化石を挟有する砂岩•泥岩の互暦で，炭暦を挟有している。砂岩は中粒ないし斎fJI 粒：

で，まれに細礫を含むことがある。

泥岩は灰白色ないし暗灰色で，層理はよく装逹している。細粒砂岩と泥岩の紺い互層

は涌常階面が披吠を呈するため美しい縞朕暦理を示し，美唄暦のもつと も特殴的な岩相

となつている。また粗粒砂岩中には泥岩や菱鍛鏃質泥岩の園礫を含むことがある。美唄-

階の下限には若鏑同との堺に海絲石粒を多品にふくんだ砂岩府が登逹することがある。

この砂岩を若鍋府の上限とした。美唄貯の比較的下部に "~5枚の稼行炭暦が挟有され

ていて，炭暦のあるものは松岩を含くんで， 小地域では鍵暦となつている。美唄摺の最

上部の炭府は細粒砂岩ないし泥岩がらなる白色の灰みと炭層が互暦 し，黒色の美しい縞

模襟を呈するので，これを虎ノ皮暦と呼んでいる。 この特倣的な虎 ノ皮階は空知地l甚全

域にわたつて分布し．ょい鎚暦となつている。本園幅地城では虎 J皮暦は，稼行到象に

はならないが， 赤平・茂尻方面ではよく翌逹していて稼行されている。

美唄層の上限は虎 J皮暦とした。 美唄層の下部の灰炭層と虎 J皮暦の中間は砂岩にと

み， 少敏ではあるが瀕悔性化石を産出する。美唄層の厚さは 200m以下である。

〔3〕上階

この陛に蜀する地暦は赤平暦•高根府および頼城裔である。赤平暦はその暦序からみ

て海進期の堆稜暦であり， 高根暦はその後の海退に伴う地暦である。頼城暦はこの圏幅

においては特に 1暦として置分したが，今井半次郎の幾春別灰炭貯に相営するものであ

ろう。頼城層の堆秩初期に再び海面が上昇し，それに引き惑いた装海化に伴つて炭階

が堆稜した。本階は芦別地城では良好に登逹して居るが，砂川方面では登逹が悪く ，本

圏幅では空知背斜の東翼にだけ分布している。

(7)赤 平 居

赤平暦は赤平町上赤平と赤平町赤間澤を結ぶ空知）II沿岸を模式地にとつて名ずけられ

た。しかしながらこの模式地は断暦による地暦の繰り返しや欠除が多いため赤平暦の層

序を正確につかみ難I,ヽ 勁で不都合である。この圏幅地域内の炭山川においては赤平暦が

もつ と もよく露出い地質構造も箪斜構造で地層の扱~l も少く全層がよく穀察される。
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三井芦別鏃業所においては炭山川の赤平階の訳査によつてこの府を下位から次の 4部貯

に置分 した。

厚さ（炭山川）

(a) 無化石下部泥岩部層 lOOm 

(b) 蜆介・カキ砂岩部層 190m 

(C) 泥岩部府（ボ ール幣） 80m 

(d) 上部灰炭部暦 150m  

この地暦匿分は炭山川のみならず，この圏幅地域の赤平層全般にわたつて殷くあてはま

い 赤平府の地質梱造や堆秩機構を考える上に霊要な園分である。

次にこの 4部階について述る。

(a) 無化石下部泥岩居

この地階は美唄暦骰上部の虎ノ皮府の上位にあつて，郡い葉朕暦理をもつた泥岩・炭ー

質頁岩 •細粒砂岩の薄暦からなる互暦である 。 この地庖を遠望するときは， 千枚岩や片

岩の風化面に似た相ぽうを示し• 近接してみるときは，階理面を正確に測ることが出来

ないほどで，＜ずれ易く ，不規則な風化面を呈する。色は一殺に黒色ないし暗灰色であ

る。炭質頁岩ほ瑚い互層吠をない時には縞欣炭に近い岩相を呈することがあるが，有

茎炭暦は翌逹していない本暦中からは未だ化石が知られていない。

(b) 蜆介 • カキ砂岩部居

本暦は暗灰色泥岩と細粒ないし中粒の砂岩の互府からなる地暦で，砂岩中には Cor-

biculaまたは Ostreaの密集したレンズを挟んでいる。 多くの場合下位から無炭府，

Corbicula幣，Ostrea幣の暦序を週期的にく りかえすことが多い。巨覗的に階序をみる

と• カキ砂岩帯は Corbicula砂岩幣の上位に位するのが普通であり，そのため局地的に

は蜆介部暦と • カキ砂岩部暦に置分出来ることもある。 Corbiculaの産出は肉眼でみる

範園では層をなして連領し• 地暦の追跡が出来る程度であるが， Ostrea砂岩iませいぜ

し、 4~5m 以下のレンズをな し ，あまり速袈しないのが普通である。砂岩は一般に陶汰

がよ く板状の暦理をもつ。 また泥岩は灰色ない し黒色で，塊朕を呈 し • 風化すれば不規．

な小片に砕けやすい。

(c) 泥岩 部居

本暦は主として黒色ないし灰黒色の無府理な泥岩からなり • 細粒砂岩を挟む。泥岩中
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には咤灰質の淵貯または窪樫 20cm以下の園球を含むこ とがある。この閣球を含む泥

岩中には Thyasira, Yoldia, Lir. thia yessoensis MINATOその他の海凄化石が含まれ，

少 くともこの部暦が海成階であることは明らかである。

(d) 上 部交炭部 居

この地暦は蜆介化石を含む砂岩と炭暦とが互階している地際で， 前に述べた(C)泥岩

部府から賤海化した際の堆稜物である。炭山川においては層厚が 150m,赤平町小百戸

涸では 120mに逹している。本層中の炭暦は炭山川では 4層あつて稼行の新象 となつ

ている。

赤平暦を海進期の堆桟物 とすればこの上部灰炭部府の堆積期には海退を初めていると

みられるから，本隊はむしろ高根暦に入れるぺきであろう 。しかし海進の もつとも進ん

だ時期をきめることは願査にも時間を要するので，この圏幅においては，上部灰炭部層

をも赤平隊の中に一括している三井芦別鏃の暦序をそのまま用いて， Corbiwlaの出現

が了つて， 炭階のみをふくむ地暦に うつる暦位を もつて赤平暦の上限としてこれを地質

園上に表わした。

赤平摺は空侠n背斜の東焚と西翼0)奈井江川以北にのみ分布する地暦で，炭山川でもつ

とも厚く 370m に達する。空知背斜西斑の砂川附近においても炭山川においてみられ

る暦序がなりたつが赤平暦の上部は概ね砂岩が多く なり，砂管が登達する幽で炭山川附

近の赤平暦と異つている。

節者は砂管の産出する暦f立が常に海武暦またはその暦f立の側方延長にあたることから

ふ 砂管は賤海性の地層の示準祖と考えている。

{8)高 根 届

高根溶は芦別町高根 J 澤を模式地とする砂岩•泥岩の互暦からな る淡水成の地暦であ

る。高根階は夕張地l屈や空知地l盛の窄知背斜西翼において Woodwardia(コモチシ ダ）

その他の植物化石を多産するために従来羊歯砂岩層と呼ばれていた。しかし本知背斜東

霙においては， 高根暦中に梱物化石は多く産するが，現在まで Wood・じardiaだけは未

だ翌見されていない。高根暦は主として細粒ないし中粒灰緑色の砂岩を主としこれに

灰色ないし暗灰色の泥炭を挟む地暦で， 植物化石の他に Unioゃ， Vil'iparusなどの淡

水棲の動物化石を含み、炭層または炭質頁岩の恋裔を挟有する。

砂岩は灰色または淡灰色の細粒ないし中粒砂岩で，板状に暦面にそつて割れやすいも
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のと塊状を呈するものとがある。また砂岩には淡緑色ないし淡両灰色で粗粒のものがあ

る。泥岩には灰白色・胃灰色・淡緑色または暗灰色や黒色を呈する ものがあ り，堅硬敬

密である。風化色が灰褐色を呈する翌石質な頁岩には植物化石の破片が多披含まれてい

る。炭階には泄いものはきわめて多いが，稼行出来るものはほとんどない。

(9) 頼 城暦

頼城暦はこの岡幅において特に 1暦として1試分したが，従来は平岸暦の下部もしくは

高根層の上部と して坂扱われたものである。高根府の特徴的な緑色砂岩の上に泥灰岩の

幽球を含む黒色泥岩層があ り，その上位には Corbiculaを含有する砂岩と炭暦とが 互

層していることによつて特徽づけられる地磨がある。これを穎城層と名づける。頓城暦

の岩相は高根暦の岩相にほとんど一致し， 岩貿的には慨別出来ないが，頼城府の最下部

に泥灰岩の幽球をもつた泥岩と Corbiculaを含有する砂岩があること（ま，高根暦 よ り

も海面が上昇したときの堆積であるこ とを示してお り， それに引き摂いて堆禎した炭府

はこの圏幅地我の芦別以南においてきはめて良 く登逹している。 この海進は准按盆地の

局地的な沈降によつて生じた ものか， それとも股域にわたる海進であつたか今のと ころ

わからない。 i尼灰岩の潤球iま赤平暦のものより園来が不規則で，黄辣瑚または化石の破

片が詰核となつている。

附圏Vに赤平暦の柱状I固を 附圏VIには高根暦以上（赤平暦の第四部暦を入れた）の

柱状圏を示した。

〔4〕最 上階
＇切野

この階に勝する地筍ま，下位から平岸層，芦別暦である。平岸暦は韻城暦の堆渋に引

き綬いた海進期の堆積で Corbicula化石を多産することによつて特倣づけられる。

平岸暦の上位は再び炭暦と (、・orbiculaを含む砂岩 との互暦をへて，その上位はほと

んど Corbiculaを含まず炭暦だけ挟有することによつて， 特徴づけられる地府（芦別

居）に漸移する。この岡巾では本滞の地暦の分布は上階の地暦同採に空知背斜の東蕊に

限 られている。

(1l]) 平 岸岩

模式地の赤平町平岸では平岸暦は砂岩のやや多い砂岩•泥岩の互暦である。赤平府同

様に Corbiculaや Ostrea化石によつて特徴づけられているが，赤平層に比べて暦面
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がよりよく装逹している。模式地の平岸では本暦中に Corbicula、iまみられない が，こ

の圏幅の十五線澤では平岸同の中に Corbiculaがきわめて多く含まれている。また 地

暦そのものも厚く登逹し，平岸よりも模式地として逹営と思われる。三井芦別筑ではこ

の Corbiculaを含む地府を十五線暦と呼んでいる。

十五線澤においては砂岩は灰色で細粒のものが多く ，中粒ないし粗粒の砂岩には漣痕

がよく翌逹している。泥岩は暗灰色ないし黒灰色で，砂岩と互暦するが互府の週期は l

~!Om で，多くの場合赤平府に比べてやや厚い。泥岩は泥泥ないし徽細粒砂岩程度の

粒度をもち，陶汰もよく，風化するとやや立方腟に近い稜角のとがつた小塊に割れる。

平岸府の上位は汽水性の介化石を含む砂岩と炭暦または炭質頁岩の互暦をへて ，まつ

た＜化石をふくまない灰炭砂岩泥岩互暦である芦別暦にうつり愛わり ，その関係は漸移

的であるが， Corbicula化石が含まれなく なる所までを平岸層とした。

平岸層の厚さは十五線澤で約 450m,小百戸澤で約 200m,砂川では約 350mである。

平岸暦と赤平暦との堆積相の差異は，後者の時代における悔進が漸進的で，巨租的に

みれば上部の地裔程淑度の高い化石を産するが，平岸暦は，某底に近く突然緑度の高い

化石を査し，上位程次第に誠度の低い化石を産する地層にうつつてゆく黙である。

(11) 芦月l」 層

芦別町十五線澤を模式地とする。厚さ約 45Jr:, の砂岩と泥岩の互暦で，その中部と上

部に侵良な稼行炭暦が挟有されて居る。

砂岩は多くの場合明るい灰白色または淡絲色を呈する中粒ないし粗粒の厚い砂岩で，

塊状堅硬である。

泥岩は暗灰色ないし黒色で，葉状の層理を示す。砂岩と互暦するときはその上下に炭

暦を伴い灰褐色の風化面をもつた菱錢鏑質の泥質岩を幣欣に挟むことが多い。 黒色で

無暦理の泥岩中からは Unioゃ Viviparusが産する。

本圏福中の芦別陪は上芦別向斜の雨翼をなして分布する。この向斜の西翼についてみ

ると，芦別暦は上芦別と炭山川の川口 との間の芦別川流域では，走向 N30°Eで南東

に 10~20° 傾斜する力ぶ六線澤以南では 60~70° の急傾斜で東に傾ぎ送邊別まで延び

ている。根室本線が芦別川を横切る鐵橋以東では芦別階は走向 NW-SEないし EW

で南に 10~20° に傾き ，徴橋以西の芦別暦とともに概ね南東に沈む向斜構造をなしてい

る。この向斜は上芦別向斜と一連のものであろう。

． 
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上芦別向斜の東翼においては，野花南断暦の西傾で，野花南酌暦とこれと平走する勒

層との間にはさまれてせまく芦別層が分布する。この芦別階の炭暦は，原査営時武田炭

渫によつて稼行されていた。

2. 幌内屑

本暦は野花南断暦の西側に狭長な而積を占めて • 北は空知川の野花南ダム附近から・

南は咲泌別）11に到る南北 15kmにわたつて分布 し，上位の川端暦群や下位の石狩暦群と

ともに，上芦別向斜の雨翼を形成している。咲邊別でiな 向斜の西斑に富る部分 (JG-厚

700 m以下） がみられ， Yoldia,Acira. などのほかに魚鱗の化石が含まれている。疾送

別でば 向斜の東斑は断恩で切られるたな 視内暦は露出しない。また空知川流域の野

花南ダムの西側では，上芦別向斜は， 走向 NNE—SSW で ， SE に傾いた同斜欣向斜 と

なり• その東翼が空知川にそつてよく露出している。ここでは，幌内層の甚底は・ 海絲

石にとんだ砂質泥岩で，その上位約 200m に Acila,Yoldia. 魚鱗の化石などにとんだ

泥岩が翌逹する幽では，咲邊別と一致するが，さらに上位に泥灰岩の幽球を多産する。

比較的介化石の少い泥岩が霞なつており ，）Ii端階の侵蝕が南側程著しかつたため， 咲邊

別ではこの上部がけずり去られたもの と思われる。

芦別暦と幌内階との関係が侵蝕不睦合であるこ とは田代修一I)によつて明らかにされ

た。

り文献 28
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V 新第三系

川端展群

本暦群は幌内層を不幣合に覆つて ，上芦別向斜の中央部に狭く分布している。 砂岩と

礫岩の互層からなる堅硬で風化によく耐える地層を挟有するため，金剛岳や烏帽子岳な

どを主峰とする高い山岳を形成している。

幌内層に接する甚底部には，主として拳大の礫からなつている厚さ敷 10cm o:i礫岩層

があり，これから上位 120mまでは砂岩と泥岩の互暦で， 炭暦を挟有し，植物化石を包

蔵 している。その上位約 60mは巨大な礫からなる課岩と砂岩の互暦で，さらにその上

位は砂岩と泥岩の万層である。

礫岩を栴成している礫は大部分珪岩で，蛇紋岩の礫を含んでいない。

咲邊別の植物化石には次表に示すようなものが知られている。

サキペンペ・ツ化石表

G lyptostrobu.s europacus (B1io:-sGNIAilT) 

1Wetase11zwia japan ica (ENro 

Salix SP. 

Al,,u.s SP 

Betula SP. 

Carpir,u.s miocordata Hu et CHANEゞ

Faリu.s A, tipofi HEim 

Ulmu.s apper.dicu.lata HEER 

Zelko,・a Unりeri (E'. 四 INC;SH.'SEN)

Acer ezoanu.m 61sョret HuzroKA 

Acer subp ictum SAFO虹 '.A

He切 itrapa borealis (HEER) 

.~1arlea ae、ualifolia (Go EPPERT) 

又圏巾の北東隅をしめて， 小地域に分布する川端暦の最下部にはその某底に蛇紋岩礫

を多函に挟有する地層があり ，澤田秀穂によつて脳瀬澤暦と呼ばれた。この股瀬澤暦の

地質時代は紅葉山層に到比されるものと思われる。
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VI 第 四 系

1. 河岸段丘

空知川および芦別川流域には敷段の河岸段丘が装逹している。芦別川の南岸では次0.),

4段がみとめられる。

第 1段丘 標高 160~140 m 

第 2 " " 120m 

第 3 II 

第 4 II 

”
”
”
 

IOOm 

90m 

最も脳い

である。

芦別川洗域ではこの第 l段丘が殷く 分布するだけで，これより低位の段丘しまみられな

1, ヽ

2. 現世届

現在の河の流路に沿つて砂礫層が分布する。

VII 火 成 岩

本圏帳地内の火威岩 としては野孔南JI!流域の丸山に石英伏絲玲岩が中部蝦夷摺群主部

中に岩脈 として露出するにすぎない。

この石英閃絲玲岩は完晶質斑欣梱造を呈し ， その斑晶には斜長石•石英及び角収i石が~-
あり ，角閃石は絲泥石に菱つている。石罪は完晶質微粒欣であり ，石英・ アルカ リ長石

および斜長石の集合か ら成る。全般に褻質が強 く斑晶をなす斜長石は栂長石化作用およ

び絹誤母化作用を受け，また角閃石は絲泥石化作用を受けている。

この岩石の買入時期については中部熙夷庖群主部堆稜後，すなわちギ リヤークlit古期
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以後であること以外には不明である因

VIII 応 用 地 質

1 概 説

石狩層群中には上位か ら芦別暦·頼城暦 • 高根暦·美唄府・茂尻灰炭暦·夕張階およ

び登川隊の 7階位にわたつて炭暦が挟有され，この圏巾地岐においては，高根暦以外の

上記各府中にはよく登逹している。現在三井，三菱， 北炭， 住友石炭，雄別， 明治の大

手筋6j社が企業をいとなんでいるが，地理的條件が悪くて末だ開翌されていない炭暦も

かなりある。

登）II暦の炭階は空知背斜東側では西側に比較してその装逹が悪く，また八月澤以南で

も翌逹が怨く，岡巾の北部を占める茂尻紙や三井芦別線では 4枚の稼行炭暦を挟有す

る。茂尻灰炭層には 1 ~2 府あつて全域にわたつて戦く分布する。美唄暦は石狩暦群中

もつとも雷要な灰炭層で，空知地l屈全域にわたつて炭暦がよく登逹するが，この岡巾で

は北西隅の砂川鐵第五坑慨域に分布するほか，空知背斜の東翼には，面根川から炭山）II 

八月澤をへて疾邊別に到るまで，稼行炭階を挟有している。疾邊別澤の澤口近 くから
たしん

多聞岳に向つて南にさかのぽる支流にも美唄僭のものらしい炭暦が存在する。

高根暦の炭層は本岡幅内では池いが，頼城階には芦別川流域で良好な炭暦が挟有さ

れ，これを稼行している三井芦別鎖山の阪田坑では炭丈6mに達する厚暦が存在する。

芦別府中には 2~4枚の可採炭暦が挟有されている 。 本岡巾の南半部では芦別川の東側

を占めて比較的急傾斜をなして分布するが。炭山川以北では， 地暦の傾斜もゆるく なる

とと もに上芦別附近を軸とするゆるい複向斜桐造をなすため，芦別府の詳細な地質横造

には末知の貼が多い。この固幅内にある炭鏑で稼行している炭暦の院する地暦名を第9

1) この岩石は性質および産朕において空知郡茂尻岸馬内御料地および雨龍郡多度志村

幌成に存在する トロ ン＝＝ム岩に近似しているように思われる。ちなみにこれらの Iヽ

ロン ＝＝ム岩・の貰入時期は三笠亜雁群堆稼後（恐らくギリヤ ーク世古期以後）新第三

紀以前であるとされている。
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表に示した。

第 9表 稼行炭領 および稼行 穴炭層一覧表

・・・- ----・ --- -・ 一

炭 鏑

登夕茂尻 美頼 芦

名 坑 名 川 張灰醤 唄城別 備 考

層府 階層 層

三井芦別鎖業所 坑 ◎ ◎ ④ 

0! I 
東 ャ-dJl-』

I 阪 田坑 ◎ 
I 

I 
I 

坑 ④ ④ ④ ！ 1-- ， 

:1 
--- • • —・ー・・

三菱芦別鎖業所
I 西 山 坑
新 一 坑

明治上芦別鏃業所、 I
I 

④ | I 

雄別茂尻 鎖 I ④ ④ ④ ④ 

住友 新 歌 志 内 続 I④ I 
北 炭 帥 威 縮 10 I ， 

三 井 砂 ）IJ 鏃

I, 竺— 
坑 I 0④ I 

' 

坑 I④ ◎ I 

I 
I 

坑 ④ ④ 0 

! I ニ六 坑 ④ I 

坑 ④ 0 I 
I 

I I 四 坑 ④ ④ ◎ 
I 

東 山坑 ④ ④ i I 
j 

④ 稼行中の灰炭層

2. 各 説

三井旗山株式會祀芦別鎮業所

位爵および交通 根室本線下芦別騨から芦別川に沿つて南下する三井芦別鐵道（延

長 10km)の西芦別葬と頼城葬がこの炭瑚の主要積出地となつている。この炭磯は現在
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芦別川以西の北部謳域の一坑と南部匿域の二坑ならびに芦別）lj以東の飯田坑で稼行し

ている。

現況 一坑は炭山）II上流の美唄周若鍋暦・タ張層中の炭暦を稼行 し・坑口から炭山

川の川口の逗炭場までは軌道で稼出している。二坑は番ノ澤上流の美唄暦と若銀暦中の

炭暦を稼行し • 坑口から頼城の選炭場まで延長 1.5kmの軌道によつて運搬し，粕炭を

ここから秩出している。

阪田坑は頼城騨の東方 0.5kmに位窟し，頼城暦の炭階を採掘しているが，稼 出しは

最寄の領城騨から行つている。

現在二坑々内で南向きの坑道の延びはほぽ八月澤まで逹している力ふ八月涸以南はま

だ稼行されていない。

地質および炭暦 ーサぃ二坑の冨要灰炭暦である美唄層以下の地府はこの炭銀地域で

は比較的急傾斜で東に傾ぎ走向方向によく迎殺する。その厚さは炭山）IJ附近では厚い

が，それ以南では次第に海くなつて ，八月涵では炭山）ljの約牛分と なり，疾遥別ではさ

らに菊くなつている。

一坑においてば美唄層•若鍋摺および夕張暦中にいずれも 6 枚の可採炭暦を挟有す

｀辱るが，二坑では美唄暦中に三枚 ， 夕張暦中に 1~2 枚の可採炭暦を挟有する にすぎす， - ~'-

全般的にみて南部に向つて炭裔の蛮逹は悪くなる。炭質は絣炭 Cal.で 8 , 000~S , 2GO で

ある。

石炭は灰分 3~15 %, 翌燈品 4,900~8 , GGO Cal. で，源胄炭に院し，粘結しない。

三菱鎮業株式癒祀芦月l」鍍業所

この炭線は上芦別を中心としてその鹿緑のペンケJII, 下芦孤な らびに六椋澤にわた

つて大小 8 つの坑口 を開いている 。その うち• 本圏幅地域には芦別暦中の炭摺を稼行し

ている新一坑と西山坑があるだけで，そのほかは歌志丙囲幅に院している。西山坑は六

線澤までは局部的に稼行 しているが，六線淵以南は未院翌である。新一坑および西山ー

坑では芦別層の最上部、の炭暦群 C.I¥枚）を稼行しており ，西山二坑では芦別暦の中部以

下に挟有されている 2~3 枚の炭暦を稼行している。これらの石炭は翌熱巌 7 , 200 Cal. 

灰分6~7 彩で ， 粘結しない。

明治胡業株式含祀上芦月lj鍍業所

位臨および交通 本鍍業所は空知］りを挟んで根室本線上芦矧葬の都岸約 1kmの地貼

ヽ
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にあつて， 交通至便である。

地質および稼行状況 稼行炭暦は芦別暦の最上部の炭暦で，三疫新一坑の稼行炭府と

同一層を採掘している。その走向ほぽ E W,傾斜 s ·1 0~20 ° である。現稼行炭貯は4

枚で，上から三番暦 （＊一番層） • 五番層（＊三番~) ・ 十五番府(*四番上暦） ・ 十六番

暦（＊四番下暦），である。このうち三番暦 ・十五番暦および十六番階は炭丈 Smに逹す

ることがある。

石炭は灰分 6~ 1 2 % 翌熱品 7,700Cal. で粘結する。

雄別炭鏃敵邁株式會祀茂尻鎮業所

本圏幅の北部の一需が茂尻鎖の線逼範図に入っているが，この圏幅地域内までは末だ

開翌されていない。この炭線の稼行可能炭府は三井芦別炭筑一坑で稼行している炭暦の

北の延長部にあたり，一般走向 NS,傾斜 E70へ80°である。炭暦は夕張府 ・茂尻灰炭

暦 ・美唄暦のものがよく翌逹する。茂尻線で稼行している炭暦の詳細については歌志内

岡幅にゆずることとする。

住友石炭鵡業株式酋祀赤平線業所新歌志内炭線

本線は歌志内線神威騨から南東約 3.2km にあたる瀧／澤下歌志内川の支流の谷間に

ある。坑口から神威騨まで空中索道が架設され，石炭および一般資材を運搬している。

這においては，もつばら登川府中の炭階を稼行している。現在までに稼行した炭暦

の敷は 11暦にのぽるが，炭丈の消長がかなりはげしい。この地域の地暦は大落差の傾

斜断陪によつて切られているため• 各地塊毎に採掘計祖を樹てている。

石炭は灰分 10~20 %, 装憩盈 7 , 400~6,500 Cal. で粘結する。

北海道炭破汽船株式會祀空知線業所誹威鎮

本鏃は歌志内線神威騨の南方 0.5kmにあつて交通至便である。

空知背斜は本圏幅の北部地域において東に位置する茂尻背斜と西の神威背斜とにわか

れており後者の冠部を占める登川府分布地域が，紳威鏑の稼行紺象となつている。上

記雨背斜の間にあつて北に沈降する赤平向斜には茂尻灰炭暦と美唄暦が翌逹し それら

の中に多敷の稼行炭恩が挟有されているが，本岡幅地域には同向斜0)南端を しめて茂尻

灰炭溶と 夕張府とがわずかに分布 しているにすぎない。後者の炭暦は宅知鍍業所におい

＊註（ ）内の呼稲は古く恨用された名稲であるが，最近炭府の番就をあらためた。
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て中階群と呼んでいる。同線業所によつて下暦群と呼ばれている登川府中の炭層には 9

枚以上の稼行炭商が敷えられ， いづれも灰分 7-20%,翌熱品 7,800 ~6,500 Cal. で，

強粘結性を示す。

三井鍍山株式會祗砂川鎮業所

位置及び交通 本線は函館本線砂川葬から分岐している上砂川録道の終騨上砂川 （砂

JI¥ • 上砂川間6km)にある。

本領の稼行地域は本園幅の北西部を占めている。すなわち， 邊毛山・ 美唄山を結ぷ分

水嶺の西側にあつで晩壮年期の急峻な山間をぬいながらいずれも西流している上歌志

内川・下歌志内JI!・奈江川 ・奈井江川・美唄川の山間部の流域にあたるNSl4km, EW 

4kmの1臨域である。

現在， 本領の運搬および交酒に利用されている鍛道および道路は，上記の上砂）11録道

とこれにほぼ平行している自動車道路であるが，本圏幅内ではもつばら運搬坑道および

軌道が利用され，道路としてみるべきものがない。近年函館本線奈井江騨から，東方奈

江川に浩つて白山坑まで布設された録道は，その後狐澤まで延長されているので，これ

がさらに東方に向つて増設されるならば，その附近は大いに開登が進むことであろう。

現況 本線は空知背斜西碗の石狩府群中の炭暦を稼行の到象としており，現在の 9ヶ

坑から出炭している 力ぶ 本岡幅にあるものは北から五坑• 三坑 • 東山坑 • 一坑 • 六坑 ・

二坑および四坑の 7ケ坑である。これらの各坑から出炭された石炭はすべて運搬坑道ま

たは軌道によ つて上砂川錬道の終幽の上砂川にある選炭場に集められている。

現在稼行しているこれらの坑道は主として晩或澤断暦以北の地域に限られ，同糊暦以

南は末だほとん ど稼行されていない。（第9表琴照）

地質及び炭摺本線では登川暦と美唄府の炭階がよく登逹している。夕張暦と茂尻灰

炭暦1ま歌志内地域に比べてやや装逹が慈い。

稼行炭暦は登川暦中に 11府，夕張府中に I陪，茂尻灰炭暦中に汀昏美唄暦中に 7

庖，合計 21階に逹する。

しかしながら ，本微の美唄暦と茂尻暦は急傾斜している上 :NVv—SE 方向の多敷の断

暦によつて切断されているため，各地塊毎に採掘計蛍をたてている。

この方向の新暦は空知地我では普週的であるが，空知背斜の西翼では断暦が地暦の走
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向と斜交するため，大落差の傾斜断暦となつて表われている。断暦の主なるものを北か

ら列記すると， 砂） I I断陪 • 空知断暦 · 晩成涵断摺 ・狐澤断暦 · 異人澤断暦 · 境断暦 · 滑

水断層などである。

登JII府は一般に緩傾斜であるが，上記の諸断暦に挟まれた各地塊毎にはげしい程曲を

うけて小規模の背斜と 向斜を形成している。上砂川南東 4kmの御料山附近では，白邸

系が登川府上に廊上I ) していることが田代修ーによつて明 らかにされている 。 茂尻 • 新

歌志内雨紙の中間にもこれと同様な梱上断摺があり， 狐澤断層が奈井江川を横切る附近

でもこれと同様な摺曲の傾向を示しているものと思われる。

主要灰炭層中の石炭の灰分 ・要熱菌および粘結性は次のとおりである。

登 川 摺

夕張階）
茂尻灰炭暦f
美 唄 暦

灰分％ 翌熱掘 Cal. 粘結性

7~20 6 , 300~8 ,000 粘 結

8-、15

5~20 

7,500-9,000 

6,800-7 ,800 

粘 結

粘結

三菱鵡業株式酋祗美唄誼業所

本筑0.)ごく小匿披が岡幅の南西隅に含まれているにすぎない。炭暦は登川暦のもので

あるが• 本岡幅内では末だ稼行されていない。

り 文献 28
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The sheet map area is located at the west side of Yubari Mou-

ntain Range in the central Hokkaido, and occupies a mountaineous 

district, south of Sorachi-gawa. ． 
The area is covered by the Cretaceous, Tertiary and Quaternary 

sediments. The stratigraphical classification of the sedimentary rocks 

in this area is summarized on Table 1. 
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I. Cretaceous 

〔1〕 General remarks 

The Cretaceous strata are widely exposed in the axial part of 

the Sorachi anticline and occur also in the Nukanan district of the 

eastern part of the map. 

The Cretaceous formation is disconformably overlain by the 

Palaeogene Ishikari group and is divided into three conformable 

groups, namely the Middle Yezo group, the Upper Yezo group and 

the Hakobuchi group in ascending order. The main part of the 

Middle and Upper Yezo groups are thick series of comparatively 

fine-grained sediments, whereas the Hakobuchi group and the upper 

part of the Middle Yezo group are coarse-grained deposits. As to the 

geologic age, the main part of the Middle Yezo group may be nearly 

Neomiyakoan IAlbianJ, the upper part of the group is almost Palae-

ogyliakian (CenomanianJ. the upper Yezo group is mainly Neogyli-

akian-Urakawan (Turonia,1-Senonian (s. s.)), a-1d the Hakobuchi group 

is chiefly Hetonaian (late Senonian (s. l.)) in the japanese chronologic 

classific2tion. 

(2〕 Middle Y ezo Group 

In the Sorachi anticlinal area, the group is divided by a con-

formity into the main part and the superjacent Mikasa subgroup. 

In the Nukanan district it is divided by a conformity into the 

main: part and the superjacent Saku formation. 

(I) The main part of the Middle Yezo group in the Sorachi 

anticlinal area 

(a) Stratigraphy 

The main part of the group is a flysch-type deposit as a whole 

and is composed largely of varved sandy shale which usually carries 

thin layers or laminae of greenish fine sandstone. Considerably 

thick beds of sandstone, mudstone and thin-bedded alternation of 
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sandstone and shale are present in・subordinate amounts, and par-

ticularly medium-grained sandstone which is 100— 140 meters thick 

occurs in the middle of this main part. Thin layers 0£tuff are 

rarely interbedded. Marly nodules are contained sporadically, and 

are abundant in some places. 

In the eastern wing of the anticline. the exposed part may 

exceed 500 meters in thickness, although true thickness is unknown 

on account of folding and faulting. In the western wing, it is over 

1.300 meters thick, although the lower limit of the group is not 

exposed in the present field. 

(b) Fossil contents and correlation 

Marly nodules are barren of fossils_ few fossils of ill-preserved 

bivalves and Cladophlebis sp. are found in country-rocks , but no 

available fossils for age determination are included. However. Pe-

rvinquieria ,:maii which characterizes Neomiyakoan-Infragyliakian age 

has been obtained in the Ikusyunbetsu district from the strata 

which is correlated stratigraphically to the top of the main part of 

the Middle Yezo group in the prese,1t field. Therefore, the main 

part of the Middle Yezo group in the Sorachi anticline area is 

thought to be nearly Neomiyakoan and may partly range up to In-

fragyliakian, refering the age of the Mikasa subgroup. 

(2) The main part of the Middle Yezo group in the Nukanan 

district 

The thickness is hardly estimated because of the uncertainty of 

its detailed stratigraphic sequence in this district. Shale, sandy 

shale, mudstone and sa:r.dy mudstone are main constituents. In 

some places varved sandy shale and thin-bedded alternation of 

sandstone and shale are intercalated and rarely thin layers of white 

bentonitic tuff are present. Marly nodules and fossils are poor, 

except in some parts. Characteristic Palaeogyliakian fossils such as 

Desmoeeras (Paeudouhligella) japoniea, D. (PaeudO'ltltligella) ezoana, Pa-
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cliydesmoceras de戒so戒 ?, lnoceramus yabe; and J. co1wenfricus var. 

nippo磁cusare collected from the nodules of marl. Consequently the 

main part of the Middle Yezo group in this district is younger in 

age than that of the Sorachi anticlinal area. 

(3 J Mikasa Subgroup in the Sorachi anticlial area 

(a) Stratigraphy 

This subgroup is cm1formable and shows rapid changes of rock-

facies to the underlying main part of the Middle Yezo group. It is 

nearly 200— 300 meters thick and is composed mainly of neritic and 

and partly of littoral deposits. Sandstone with various grades of 

coarseness are predominant, and conglomerate, siltstm1e and muds-

tone are subordinate ; thin layers of carbonaceous shale and white 

liparitic tuff are locally intercalated. Marly nodules are contained 

in fine sediments. Sandstone is generally bluish gray, greenish 

gray, grayish white or partly dark blue, gray and dark gray in 

colour. It is coarse-grained in the lower and upper parts of the 

subgroup, whereas fine-graii1ed in the middle part. 

The thickness of the subgroup exposing in the western wing 

of the anticline is 220ー 230meters, while that in the eartern wing 

is larger and measures 240—300 meters.. Rocks are coarser-grained 

and changes of facies are more remarkable ia the western wing 

than in the eastern wing. Sandstone is massive and less muddy in 

the western wing, whereas it is rather stratified and more muddy 

in the eastern wing. Co,1glomerate is more predominant in the 

western wing, pai-ticuJarly in its upper part. 

(b) Fossil conte,1ts and correlation 

Sandstone yields Trigonia and some other shallow sea shell foss-

ils, while fine sediments contain ammonites a,1d Jnoceranv1s. Theim-

portant species from the subgroup are listed in Table (I) and (II) of 

the end of the report. From these tables, the zone of Desnwc砂 as

kossmati and that of Jnoceram'llS concentricus var. 1がpponic・usin asc-

e,1ding order are discriminated in the eastern wing of the anticline 
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while the zone of I. concenti衣icus var. nipponicus in the western 

wing. The subgroup is almost Palaeogyliakian in age, but the low-

ermost part in the eastern wing ranges down to Infragyliakian. 

So the subgroup of the eastern wing is older than that of the 

western wing. 

(4) Salm Formation 

This formation is conformable and shows a transitional change 

of rock-facies to the main part of the Middle Yezo group. The 

thickness of exposed part is more than 200 meters, although the 

upper limit of the formation is not observable owing to a great 

fault. The formation consists chiefly of stratified fine-grained san-

dstone, thin-bedded alternation of sandstone and shale. varved sandy 

shale and sandy mudstone. Marly nodules and fossils are sporadic. 

This formation is Palaeogyliakian in age because of the occurrence 

of Desmoce? 噌as(Poeudoulぷgella)japoni'ca and has some comparable 

character of rock-facies to the Mikasa subgroup. 

〔3〕 Upper Yezo Group 

(1) Stratigraphy 

This group is conformable and rapidly changes in rock-facies 

to the underlying Mikasa subroup. It is composed essentially of 

comparatively monotonous and dark gray to black mudstone and 

shale. Siltstone_ are present in subordinate amounts. Conglomerate, 

sandstone, tu迂 anda little calcareous sandstone are included in 

some places. Fil1e-grained rocks are rich in marly or. in some 

places, calcareous nodules. Nodules very frequently contain ammo-

nites and Inoceramus. Nodules and fossils decrease in amount from 

south to north. 

There are some・differences of rocks between the eastern and 

western wings of the Sorachi anticline. The thickness of strata is 

about 1,100 meters in the eastern wing, while it is much thinner 

and is about 350 meters in the western wing. The rocks in the 

western wing are, as a whoie. coarser-grai,1ed, whereas conglome-
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rate occurs more frequently in the eastern wing. Changes of rock-

facies are more remarkable in the western wing than in the other. 

Glauconitic sandstone is frequently met with in the western wing, 

while it is scarce in the eastern wing. Tuffaceous rock is predomin-

ant in the eastern wing, but it is subordinate in the western wing. 

In the eastern wing, the Middle part of the group is represe-

nted by a coarse-grained deposits which is called the Tsukimi 

formation. This formation bears a remarkable lateral change of 

rock-facies. It is subdivided into the lower and upper parts. The 

lower part is composed of fine-grained sandstone or thin-bedded 

alternation of sandstone and shale. The upper part consists of 

liparitic tuff and tufaceous sandstone. The equivalent part is also 

represented by alternation・of sandstone, conglomerate and shale. 

In the group of the western wing, the grades of coarseness becomes 

greater towards the south. Furthermore the lower part of the 

group in the both wings are more or less coarser than the upper. 

(2) Fossil contents and correlation 

The important species of fossils from the group are shown in 

the preceding tables. In the group exposed in the eastern wing 

five zones respectively of Inoceramus concent西/JUS var. nip ponic11s, 

I. lwbetse頑 s,I. uwaj-ime硲 i.sand I. japanicus are discriminated in 

ascending order and, in some part, at the top of the group there is 

the zone of I. orientalか. The Tsukimi formation in this group is 

represented by zone of I. wuaj畑切sis.In the group of the western 

wing, three zones of I. hobetsensis, I. ・uwaj枷切sisand I. japonicits, 

respectively, are discriminated, and the top of the group in some 

part is thought to have the zone of I. orientalis. Because of these 

fossil zones the Upper Yezo group is Neogyliakian to Neourakawan 

in age on the whole; it ranges down to Palaegyliakian in the eas-

tern wing and the top of the group partly ranges up to Infraheto-

naian. 
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 (4〕 Hakohuchi Group 

(1) Stratigraphy 

This group is conformable and shows a rapid or transitional 

change of rock-facies with the underlying Upper Yezo group, and is 

overlain by the Palaeogene Ishikari group with a・parallel unconfo-

rmity. 

The group is a deposits of largely neritic and partly littoral 

origin, and presents a remarkable vertical change of rock-facies. 

It is composed mainly of sandstone with varing coarseness and is 

accompanied by conglomelate, siltstone, mudstone, shale, liparitic 

tu迂 carbonaceousshale and coal. Sandstone is various, but gene-

rally greenish gray in colour. The gr~enish colour and the rich 

volcanic (mainly liparitic) materials are characteristic in this sand-

stone as compared with that of the Mikasa subgroup. Plant fossils 

are contained in additim1 to animal remains. Marly nodules are 

contained sporadically in fine-grained rocks. 

The group is subdivided into three parts, namely, the transiti-

onal part, the lower formation and the upper formation in ascending 

order. They are conformable and show rapid changes of .rock-facies 

to each other. The transitional part consists of fine-gained rocks 

and contains mollusca:.1 fossils. , This part is locally wanting. The 

lower formation is a regressive deposit consisting of coarse to medium 

grained sediments which intercalate coal or carbonaceous shale and 

contain Nilssonia sp. and other plant fossils. The upper formation 

is a transgressive sediment and is richer in fine-grained rocks than 

the lower formation. Both of the lower formotion and the upper 

formation are, as a whole, poor in molluscan fossils. 

Although the total thickness of the group is unknown because 

of the erosion, the exposed part in the eastern wing is 150ー 270

meters thick, while that in the western wing is smaller and 40 -130 

meters in thickness. From north to south, the thickness is in crea-
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sing in the eastern wing, while it is decreasi,1g in the western wing. 

The rocks are coarser-grained, co:,1glomerate is more predominant 

and change of facies is more remarkable in the western wing than 

the eastern wing. Coal or carbonaceous shale occurs in the eastern 

wing. 

(2) Fossil c~ntents a:,1d correlatio:o. 

The important species collected from the group are given in 

the preceding tables. The zone of Ii10cer9-mus or,-mtalis is present 

in the transitional part of both wings a:od the zone of I. schmidti in 

the lower formation of the western wing. In addition to the moll-

uscan remains, such plant fossils as Cfr. Aneimia fremonti KNOWLTON ?, 

乃oclwdendroidcsarctica (HEER) and N:lssonia sp. occur from the upp-

ermost part of the lower formation. The Hakobuchi group is 

Hetonaiai1 in age as a whole; the transitional part is Infrahetonaian, 

the lower formation may be Palaeohetonaian and the upper forma-

tion may be Neohetonaian. 

〔5〕 Geological Structure 

The Cretaceous strata together with the Palaeogene Ishikari 

group suffered tectonic movements in late Tertiary after the depo-

sition of the Mio~ene Kawabata group. The Cretaceous rocks pre-

sent, generally speaking, an anticlinorium a:,1d a synclii-10rium pitching 

to the north. The anticlinorium structure covers a broad area of 

the central and western part of the preseよ1'tsheet map. The syn -

clinorium structure occupies the eastern part, its westen1 wing 

occurring in the Sakipenpetsu-gawa district a:,1d its easteri1 wing in 

the Nukanan distsict. The Cretaceous domain in here conventionally 

divided into the Sorachi anticlinal area including the Sakipenpetsu-

gawa district, and the Nukanan district. 

(1) Sorachi anticlinal area 

The Cretaceous rocks present an asymmetrical anticline, two 

wings of which have different structural features. The incli:.1ation 

of strata is generally steeper in the westnrn wi:,1g than to the eastern 
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wing. In the eastern wing, folds with long axes and faults with 

vertical displacements which result in the omissio;1s or repetitio;:is 

of strata are predominant. While, in the western wing dome and 

basin structures due to the folds with short axes are predominant, 

and faults generally indicate apparent horizontal displacements of 

strata. The axis of the Sorachi anticline is not single but multiple, 

and is accompanied by a number of strike faults. 

(a) Axial part 
ヽThe axial part is largely occupied by the main part of the Middle 

Yezo group, but going northwards younger formations are success-

ively exposed owing to the northward pitching of the axis. In the 

western wing, the strata ordinally incline steeply, i. e. 70'or so, and 

are frequently overturned, but in the eastern wing the inclination 

is rather moderate, i. e. less than 60'and the overturnings are less 

frequent. In the axial part two anticlines and one syncline, at least, 

are present and moreover local minor folds and strike faults are 

frequent. 

(b) Eastern wing including the Sakipenpetsu-gawa district 

Folds and faults are more predominat in the south and some 

of them change to each other. Some faults have the trends which 

are nearly parallel to the strikes of strata or the direction of folding 

axes and others are NW-SE, NE-SW or E-W trends. 

The eastern wing is subdivided into five structural units, namely 

the Ban-no-sawa bending part, the Tsukimi-zawa folding zone. the 

Porokoashibetsu-gawa block, Ashibetsu-gawa "graben''and the Sa-

kipenpetsu-gawa block. Structural differences are present unit by 

unit. ・In the Ban-no-sawa bending part.-a remarkable deviation of 

the strike of strata is shown near the Ban-no-sawa-dake and it is 

associated with faults of NWW-SEE trend which are originated 

from the horizontal flexure of strata. The Tsukimi-zawa folding 

zone is ii1dicated by a complicated distribution of the Tsukimi for-

mation on account of folding structure. The Porokoashibetsu-gawa 
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block affords two strike faults resulting in the repetition of strata. 

The Ashib紅su-gawagraben which is founded by two faults of N-S 

trends between the Tsukimi-zawa folding zone and the Sakipenpetsu-

gawa block is characterized by gentle inclination of strata, local 

fluted structures, a number 0£minor folds and strike faults. The 

Sakipenpetsu-gawa block is subdivided by faults with the trends of 

NW-SE and NE-SW into general small blocks which fall down step 

by step northwards and westwards. The synclinal axis which runs 

in the western part of this structural unit probably coincides with 

the axis of synclinorium. 

(c) Western wing 

In the western wing accessory anticlinal parts and synclinal 

ones appear alterna・ 砥ely,so the distribution of strata is more 

complicated than in the eastern wing. Dips are generaily of low 

angles in the anticlinal parts, and rather high angles in the synclinal 

parts and minor folds are predominant in the former. Besides str-

ike faults, a number of faults with the trend of NW-SE are 

remarkable. The former faults afford the omission or repetition of 

strata and the iatter faults result in the apparent horizontal displ-

acements of strata. Going to the axial part or to the south, the 

trends of the latter faults frequently change'to NWW-SEE. A local 

overthrust is present. The western wing includes fine structural 

units, that is, the Ut.ashin;:ii synclinal part, the Shimoutashinai-gawa・ 

anticlinal part. the Nae-gawa synclinal part. the Naie-gawa-Bibai-

gawa anticlinal part and the west Ponbetsu-gawa synclinl part from 

north to south. 

In the Utashinai synclinal part a strike fault and several faults 

with the trends of NW-SE, NWW-SEE and NNE-SSW are present. 

In the Shimoutashinai-gawa anticlinal part, thle strata show the folds 

of small scales, in the northern area of this part the foldings 

are intense, and faults with the trend of NW-SE and strike faults 

are present. The Nae-gawa synclinal part has strike faults and 
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faults with the direction of NW-SE and E-W. The Naie-gawa-

Bibai-gawa anticlnal part is characterized by the predominance of 

dome and basin structures as well as faults with NW-SE trend. 

In the west Ponbetsu-gawa synclinal part, a normal fault bordering 

the Hakobuchi group and the Ishikari group is cut by two faults 

with the direction of NW-SE. 

(2) Nukanan district 

The Cretaceous rocks in this district which occupies the eastern 

wing of the synclinorium presents folds, strike faults and faults 

which intersect the folds and the strike faults. The western border 

of the district is a remarkable fault. 

II Tertiary 

〔1〕 Ishikari group 

The stratigraphy of the Ishikari group was studied early by 

H. Imai in 1924, and the group was subdivided into ten formations. 

Since the study of Imai, many field geologists and palaeontologists 

engaged in the survey of this coal field. 

The Ishikari group is composed mainly of an alternation of 

sandstone and shale, and it is about 4,000 meters in thickness in 

the Sorachi Coal field. The group contain about three dozen of 

workable coal seams, and is mainly of the fresh-water deposit, inter-

bedding the brackish-water deposit and marine deposit. 

From the standpoint of cycle of sedimentation, the group was 

subdivided into four substages, and each substage includes two or 

three formations. 

(1 J Lower stage 

The lower stage consists mainly of sandstone, mudstone and 

coal seams, and it is about 1,000 meters in thickness in the Sorachi 

coal field. 

In the Yubari district, the Horokabetsu formation of the middle 

--., 
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part in this stage is mainly composed of massive sandstone which 

contains fresh water fossils such as U巫osp. and Vivi parus sp .. 

The upper part of the stage is the Yubari formation, and the 

lower part of the stage is the Noborikawa formation. They inter-

calate workable coal seams respectively. 

In the Utashinai area, the northern part of this sheet map, the 

Horokabetsu formation is mainly composed of mudstone. 

But in the Sunagawa and the Bibai area, it is represented by an 

alternation of mudstone and sandstone, and it resembles in rock 

facies to the upper and lower coal-bearing formations. 

(a) Noborikawa formation 

The formation is constituted of sandstone, sandy shaie, mudstone 

and conglomerate ; it intercalates about ten workable coal seams. 

Sandstone is medium or coarse grained, and is grayish in color, 

mudstone and sandy shale are dark gray in color. The thickness 

of the formation is thicker at the west wing~f the Sorachi anticline, 

namely it is 400 meters along the river of Uenshirian-Bibai-gawa, 

600 meters along the river of Naie-gawa and 500 meters at Kami-

sunagawa. While it is thinner at the east wing of the Sorachi 

anticline, viz. 200 meters at Moshiri, 230 meters at Tanzan-gawa, 100 

meters at Hachigatsu-zawa and it abates at Sakipenpets江

The lower part of the formation is mainly composed of sand-

stone and it intercalates workable coal seams. The middle part of 

the formation is mainly composed of mudstone and the upper part 

composed of siliceous hard sandstone, and it contains two or three 

workabie coal seams. 

(b) Horokabetsu formation 

The formation is mainly composed 0£siltsone, mudstone and 

interbedding fine sandstone. 

It contains no workable coal seams. The thickness of the for-

mation is about 200 meters or 1ess. 
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The formation is a fresh water deposit and it contains fossils 

such as U頑oand plant. 

(c) Yubari formation 

The formation is an arenaceous depoit. and it intercalates sandy 

mudstone, mudstone and coal seams. 

Sandstone is medium or coarse grained, bluish gray or pale 

gray in color, and massive and compact. Mudstone is dark gray in 

color, and usually alternates with sandstone, and shows the lamin-

ated strata. 

The coal seams in this formation are very thin and few seams 

are workable in this area. 

The formation is interbedded by the sandstone. containing a 

rich fossil flora. The description on the fossil flora was made res-

pectively by Dr. S. Endo and Dr. N. Fujioka. 

The thickness of the formation is less than 300 meters. 

(2) Middle stage 

The formations in this stage are bracki.sh and marine deposits. 

The lower part of this stage is the Wakkanabe formation which 

contains many marine fossils. 

The transgression in this stage is the largest one in the Ishikari 

epoch. 

The upper part of this stage is the Bibai formation. It is the 

most important coal measure in this coal field and is distributed 

within the Sorachi Coal Field district. 

The lowermost part of the Wakkanabe formation intercalates 

one or two workable coal seams. And the Wakkanabe forma-

tion is divided into two members. The upper half which is a 

marine deposit is called the Wakkanabe mudstone formation and 

the lower half is named the Moshiri coal-bearing formation. 

{ d) Moshiri Coal-bearing formation (lower part of the 

Wakkanabe formation) 

可
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The formation is a coal measure which has marine fossils at 

the base. The rock facies of the formation shows an intermediate 

characte1、betweenthe Yubari formation and the Wakkanabe mud-

stone formation. Sand pipes・and fossils such as Co炒iculaand Geloina・ 

are contained in the sandstone. The mudstone shows a striated strata_ 

Two coal seams are workable in this area. 

The thickness of the formation is 60 meters or less. 

(e) Wakkanabe Mudstone formation (upper part of the 

Wakkanabe formation) 

The formation is composed of fine sandstone and black mudstone, 

the latter being dominant. 

Mudstone is massive, and black or dark gray in color. It cont-

ains marly beds and nodules, enriched of marine fossils. 

Sandstone is fine or medium grained, and contains the sand 

pipes and many glauconite grains. 

The thickness of the formation is less than 200 meters. 

(f) Bibai formation 

The formation is mainly composed of an alternation of sandstone 

and shale and intercalates many workable coal seams. It is a fresh 

water deposit and intercalates a brackish deposit. 

Sandstone is medium or fine and is pale bluish in color. It has, 

the pebbles of sideritic mudstone. 

Mudstone is massive and is pale grayish or dark grayish in 

color. 

In this formation, the laminae of sandstone and siltstone show 

a striped pattern, which is a characteristic rock facies of this for-

mation. 

The coal seam at the top of the formation intercalates many 

white tuffaceous partings, so the coal seam is a good key bed. 

The thickness of the Bibai formation is less than 200 meters. 

(3) Upper stage 

The deposits of this stage are subdivided to the Akabira, Takane 
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and Raiju formations in ascending order. The Akabira formation is 

the deposit when the sea transgressed ; the Takane formation is 

the deposit when the sea receded, succeeding to the deposition of 

the Akabira formation ; and the Raijo formation is the deposit when 

a local transgression occured. 

(g) Akabira formation (Lower Corbicula Formaion of 

Dr. H. Imai) 

The formation was lately subdivided by M. Tsutsumi to the 

following four members in descending order : 

(d) Coal-bearing sandstone member 

(c) Upper mudstone member (marly deposit) with marly 

nodules 

(b) Shell (Ostrea and Corbicula)-bearing sandstone member 

(a) Lower mudstone member (fresh-water deposit) 

The coal-bearing sandstone member is a deposit of a regressive 

stage, but as it intercalates sandstones containing fossil Corbie祉a.

and coal seams, it is included in the present sheet map in the Akabira 

formation from the view of rock facies for field use. 

The Akabira formation is distributed within the Sorachi coal 

field. The thickness of the formation is less than 400 meters. 

(h l Takane formation 

The formation is composed of sandstone and shaie in fine alt-

ernation, and it contain fossil flora. 

Sandstone is hard and is fine or medium grained. It is gray or 

greenish blue in color and shows rippie marks. 

Shale is pale gray or dark gray. It is hard and compact with 

flinty siltstone. 

The formation intercalates coal seams. The thickness of the 

formation is less than 450 meters. 

(i) Raijo formation 

The formation is the coal measure. The black mudstone which 
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contains marly nodules at the base. 

The formation contains many fossils of Corbicula in sandstone 

which intercalates workable coal seams. The formation will be 

correlated to the Ikushunbetsu fomation named by H. Imai. It is 

300 meters or less in thickness. 

(4) Uppermost stage . 

The Hiragishi formation, which is lower part of this stage is 

an arenaceous depodit and it contains many fossils of Corb枷 la.

Sandpipe beds are rarely interbedded, too. 

The upper part of the stage is the Ashibetsu formation. It is 

composed of an alternation of・sandstone and mudstone and it int-

ercalates workable coal seams. 

(j) Hiragishi formation (Upper Corbicula Formaticn of 

H. Imai) 

The formation is mainly composed of a alternation of sandstone 

and mudstone. 

Sandstone is gray or dark gray in color, fine grained and bears 

ripple marks. Mudstone is loose, massive and dark gray in color. 

The formation contains such fossils as Ostrea and Corbicula in mu-

dstone. The fossil Ostrea generally contained at the lower horizon 

and the fossil Corbicula is found at the upper horizon of the fomation. 

The thickness of the formation is less than 500 meters. 

(k) Ashibetsu formation 

The formation is one of the important coal measures in the 

Sorachi coal field. It is composed of sandstone, mudstone and coal 

seams. 

Sandstone is pale gray or pale green in color, medium or coarse 

grained, massive and compact. 

Mudst0i1e is dark gray or black, has a laminated stratification. 

and is always associated with sideritic mudstone. 

The fossils of Unio and Viviparits and plant are yielded. The 
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workable coal seams are intercalated at the middle and upper ho-

rizon of the formation. The thickness of the formation is less. than 

450 meters. 

〔2〕 Poronai group 

The Poronai group in this area is distributed at the east side-

of the river of the Ashibetsu-gawa and it overlies unconformably 

on the Ashibetsu formation. 

The Poronai group is a marine deposit and it is mainly com-

posed of black mudstone with the so-called "green base," glauconitic 

sandstone, at the b・ase; it contains marly nodules and fossils of shell 

and foraminifera. The thickness of the group in this area is about 

700 meters. 

The Poronai group shows a synclinal structure, and it shows 

an isoclinal folding which dips to southeast at the Kamiashibetsu 

district along the river of Sorachi-gawa. 

The coal-bearing mudstone, the Hirosezawa mudstone by H. 

Sawata at nort_heast corner of this sheet will be perhaps correlated 

to the Momijiyama formation. . 

〔3〕 Kawabata group 

The Kawabata group overlies unconformably on the Poronai 

group and is distributed on the high land at the west side of the 

river of Ashibetsu-gawa. The group is a thick complex of shale, 

sandstone and conglomerate in alternation. 

The basal part of the group is a conglomerate about 1 meter 

in thickness. The basal conglomerate is overlain by an arenaceous 

rock of about 50 meters in thickness, containing thin coal seams 

and fossil plant. The uppermost part of the group is an alternat-

ion of sandstone and・conglomerate with huge boulders of older rocks. 

III Quartemary 

〔1〕 Terrace depos北

Along the river of Sorachi-gawa and Ashibetsu-gawa, terrace 
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deposits are distributed. 

At the sou th side of the river of Sorachi-gawa, four river terr-

aces develope, while1along the river of Ashibetsu-gawa, only one river 

terrace is observed. 

〔2) Flood plain deposit 

Along the river of Soracbi-gawa, Ashibetsu-gawa and others, 

alluvial deposits develope. They are composed of sand and gravel. 

IV Igneous Rocks 

A small dyke of quartz-diorite-porphyrite cuts the main part 

of the Middle Yezo group of the Nukanan district. The age of 

intrusion may be post-Palaeogyliakian and pre-Neogene. 

V E conom1c geology 

Coal 

The coal is the most important mineral resource in this sheet 

map area. The Ishikari group intercalates a large number of coal 

seams which belong to seven coal measures. 

Table 3 _ shows the name of the coal mines and the coal mea-

sures. 

In this area seven coal mines are working. The exploitation 

of coal is now being held in rather limited part of the area which 

have economically favourable conditions ; the unfavourable parts for 

transportation are remained for future exploitation. 
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Table 3 

＼ Name of Nobori-Yubari Moshiri Bibai Raijo Ashi-ヽ Coal measure 
kawa Coal Coal Coal Coal betsu 

Name of, Na゚me Coal Coal 
Mines 'ヽ-＼ f Pit 1Measure Measure Measure Measure Measure Measure 

、, I I I i 
l 

I c: I ? 
lI lstPit 

:g 5 ◎ 6 'Q; 6 

Mitsui- East 11 
Ashibestu 

Mine Iida II ◎ 2 
I 

I 2nd ＂ 
◎ l ◎ l ◎ 3 

Mitsubishi- NishPiyit ama . 

' 

IC! 4 
Ashibetsu 

Mine Shinichi-ko I ◎ 3 
(pit) 

Kami-ashibetsu l H k I 

I I I I 
¥ r.≫ 4 Mine on-o 

Moshiri 

i 1 I◎ 7 J:0 7 II ce. 6 
I 

Mine 
' 

Shin-utashinai I I I @ 1 
I I Mine 

K . M. 1Kamoi Pit 6 10 

I I l am01 me &others 

I 5th p;, I I I I 
~: 2 

● , ， I ' 
3rd II ◎ 11 ◎ 1 

Mitsui- 1st II 1 2 ~ 7 I 

Sunagawa 2nd " I ~ II i 
Mine 6th !} c ・q l I 

4th 
” 

e. 7 ◎ 2 ◎ 2 

Higashi-
◎ 

1 I~ 3 I yama Pit 

Mitsubishi-Biba1 
I C、 6Mine 

Mark◎ : Coal Measure in mining Numbers me3n workable coal seam& 
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